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「PIDエコシステムに関する調査報告書」について 
 

本報告書は、文部科学省「AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業(令和
4 年度～令和８年度(予定))」の一環として、研究データを含む多くの学術情報に付与され
る永続的識別子(Persistent Identifier, PID)について、2024年現在における国内外の動向
を調査、整理したものである。 

PID とは、研究データを含む学術情報について、「研究活動に関わる対象(人物、データ、
組織等)」に付番され、永続的にアクセスできる参照記号を指す。PID そのものは付番され
た対象を指し示すただの記号列であるため、PIDがその価値を発揮するためには、PIDが学
術データ流通の「エコシステム」に組み入れられる必要がある。具体的には、「PIDに紐づ
く形で属性(名称、所属等)がメタデータとして付与される」、「PIDとメタデータ、および異
なる PID 間の関係性がインターネット上のデータベースで共有される」といった形態での
利活用が考えられる。 
オープンサイエンス推進が国際的なコンセンサスとなっている今日においては、研究者

および研究機関もこれらのエコシステムへの理解を深める必要がある。実際、DOIやORCID
などの国際的な PID を柱として研究のライフサイクルを再構築しようとする動きが始まっ
ている。この背景には、広く一貫した PID の採用が、財政的・時間的節約を含むシステム
的・ネットワーク的な便益をもたらすことへの国際的な認識の高まりがある。しかしながら、
このようなエコシステム構築、維持には、多くのステークホルダが参加し、さらに今日の学
術情報流通は、学術分野毎の流儀や、各国の戦略の違いもあり、ステークホルダのビジョン
やそれらの関係も複雑になっている。 
そこで本報告書では、PIDエコシステムを構成する「PID付番対象となる学術情報」「PID

付番・管理を行う組織」「これらの組織間連携」に着目した。海外事例として、国際的な DOI
付与組織 DataCite と協働のもと、国家レベルでの PID コンソーシアムの立ち上げといっ
た先駆的な動きが見られるドイツを取り上げた。続いて、これに対応する形で日本国内での
状況調査を実施した。調査にあたっては、三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社
に対し、2024年 1月から 3月の期間にわたり、調査と報告書作成を委託した(なお、2024
年 9月の公開に当たり若干の文言修正を実施した)。また、日本国内の状況については下記
の皆様より貴重なご意見を賜った。この場をお借りし、謝意を申し上げる。 
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1. PID Network Germany の事例調査 

1.1. PID Network Germany の全体概要 

PID Network Germanyは、2022年 10月にドイツ研究財団（DFG）により承認された
プロジェクト（番号 506475377）で、科学と文化における永続的識別子の普及のためのネ
ットワークの確立を目的としている。 
以下、PID ネットワーク・ドイツのプロジェクト提案書要約版「ドイツ PID ネットワー

ク科学文化における永続的な科学と文化における識別子」1より、全体概要を整理する。 
 

（1） プロジェクト概要 
主要機関  DataCite 

ドイツのハノーバーに本部を置く国際的な非営利会員制組
織。2009年以来、科学的成果に対して DOIを発行している。
主にリポジトリやその他の出版サービスを運営する科学機関
と世界的に連携している。DataCiteメタデータスキーマは28
の異なるリソースタイプをカバーし、国際標準を使用して研
究成果を一意にリンクするために、ORCID iD、ROR IDなど
の他の PIDの統合をサポートしている。 

 ドイツ国立図書館(DNB) 
1913 年以降の全てのドイツ語およびドイツ語圏の出版物、
海外で出版されたゲルマニカ、翻訳物のシームレスな目録を
作成しており、書誌メタデータとサービスを提供する最大手
の１機関となっている。ドイツ語圏における規則および標準
の開発におけるリーダーで、PIDに関しては、「urn:nbn:de」
を提供している。ドイツ全国文献目録、Culturegraphの提供
者であり、GND の運営者、ドイツデジタルライブラリー
（DDB）の技術・開発・サービス責任者でもある。 

 ヘルムホルツ・オープンサイエンス・オフィス 
ドイツを代表する科学研究組織であるヘルムホルツ協会 2に
おいてオープンサイエンスへの文化的転換を支援し、ヘルム
ホルツ・オープンサイエンスの認知度を高めるために設立さ
れた組織。国内および国際的なオープンサイエンス・イニシア

 
1 PID Network Deutschland「PID Network Deutschland」 

https://gfzpublic.gfz-potsdam.de/rest/items/item_5014807_6/component/file_5014808/content 
2 自然科学、工学、生物学、医学等重点分野の基礎的・基盤的研究を行う 16の研究センターから構成され、主に大型

研究開発施設を利用した研究開発を実施する公益法人 
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チブに参加する他、ORCID DE、re3data、COREFなどの様々
なプロジェクトに参加している。 

 Technische Informationsbibliothek Hannover (TIB) 
ドイツの国立科学技術図書館。技術、建築、化学、コンピュー
タサイエンス、数学、物理学、および大学に関する情報を扱う
ライプニッツ・ハノーファー大学の大学図書館でもある。 
TIBは DataCiteの創設者であり、DataCite DOIコンソーシ
アムを主導している。また、ORCID Germany も運営してい
る。 

 ビーレフェルト大学図書館 (UB) 
2004年から科学検索エンジン BASEを開発、運用している。
データベースには 3億 1,400万件を超える文書が収録されて
いる。(2022年 12月現在) 

背景要因 ドイツでは国レベル、地域レベルそれぞれで PIDを使用する必要
性があることが認識されている。 
DataCiteや Crossrefなどの国際的なアプローチに加え、URNを
使用するドイツ国立図書館の「urn:nbn:de」などの国家的アプロ
ーチもあり、加えて特定の地域指向の PIDシステムも存在してい
る。多くの場合、特定のドメインニーズに合わせており、Handle
システム等を介して実装されている。 
これらの PIDシステムのネットワーク構築と推進の調整が求めら
れている。 

戦略策定 国家 PIDロードマップを作成して、2026年までに発行予定。 
主な活動  プロジェクトの過程で、10 の異なる PID ユースケースに焦

点を当てたワークショップ、ウェビナー、PID 状況の定量お
よび定性調査の実施、ユースケースの作成が行われている。 

 識別子および集計システムにおける PIDメタデータの最適化
に関するガイドラインが計画されている。 

主要団体  DataCite Consortium & ORCID Germany Consortium 
 German national bibliography 

https://www.dnb.de/EN/Professionell/Metadatendienst
e/Metadaten/Nationalbibliografie/nationalbibliografie_n
ode.html 

 Bielefeld Academic Search Engine (BASE) 
https://www.base-search.net/?l=en 

PID部門 
※（）内は PIDタイ
プ 

 Research data（DataCite DOI, URN） 
 Instruments（DataCite DOI） 
 Scientific events（DataCite DOI GND (The Integrated 

https://www.dnb.de/EN/Professionell/Metadatendienste/Metadaten/Nationalbibliografie/nationalbibliografie_node.html
https://www.dnb.de/EN/Professionell/Metadatendienste/Metadaten/Nationalbibliografie/nationalbibliografie_node.html
https://www.dnb.de/EN/Professionell/Metadatendienste/Metadaten/Nationalbibliografie/nationalbibliografie_node.html
https://www.base-search.net/?l=en
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Authority File) ID） 
 Cultural objects and their contexts （GND ID） 
 Organisations and Projects（ROR、GND ID、Gepris、

Crossref Funder Registry、RAiD） 
 Persons（ORCID、GND ID） 
 Physical Objects（RRID、IGSN） 
 Open Access publication services and research 

information systems （ B. OpenDOAR 、 re3data 、
FAIRSharing、DOAJ） 

 Software（No standard established at the moment） 
 Text publications（Crossref & DataCite DOI、URN） 

 

（2） 活動スケジュール 
PID Network Deutschlandプロジェクトのスケジュール 3 

 
AP1：コミュニティの構築 

ワークショップを通じて関係者や関係者に PID の状況を知らせることを目的とする 
AP2：知識伝達のための対話プラットフォーム、pid-network.deの開発 
  PID に関する中心的な情報を提供する仮想対話プラットフォームを構築することを目

的とする 
AP3：イベントリとモニタリング 

 
3 PID Network Deutschland「PID Network Deutschland」 

https://gfzpublic.gfz-potsdam.de/rest/items/item_5014807_6/component/file_5014808/content 
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  アプリケーションにおける PID の配布、処理、および課題について議論することを目
的とする 

AP4：PIDメタデータの最適化、識別子と集計システム（例：BASE、DataCite、DNB） 
  AP1及び AP3で特定されたニーズを組み込み、それらに対する解決策を見つけること

を目的とする 
AP5：PIDロードマップの開発 

上記で得られた結果に基づいてドイツ向けの PID ロードマップを作成することを目
的とする 

AP6：プロジェクト管理 
プロジェクトを管理し、プロジェクトの進捗状況を評価することを目的とする  
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1.2. PID Use Cases の詳細 

 
PID Use Casesの詳細及び PIDに紐づけられ管理されるメタデータの整備事例を以下に

整理した。 
 

（1） Research data 
【概要】 

PID Network Germanyの公開情報によると、Research Data（研究データ）に係る PID
は DataCite、URN、ARKsなどの DOIが使用されているとされている 4。また、粒子加速
器や人工衛星、調査船などの複雑な科学技術インフラを用いた研究では、大量のデジタル研
究データが創出され、科学的結果の再現性と理解可能性にとって非常に重要であると指摘
しており、それらの分野でユースケースを収集、分析するものと推測される。 

PID Network Germany における研究データ分野に関しては、未だワークショップ等の
検討資料は公開されていない。 
そこで、PID Network Germanyに関わる主要機関のデータリポジトリ等をそれぞれ確

認し、Research data を取り扱う機関を対象として、データリポジトリの運用状況と PID
の適用事例を整理した。具体的には、「Universität Bielefeld（ビーレフェルト大学）」、「TIB
（ライプニッツ科学技術情報センター&大学図書館）」を対象とした。 
 
① Universität Bielefeld「BASE」5の事例 
BASEは、特に学術的なWEBリソースのための、世界で最も膨大な検索エンジンの一つ

であり、Universität Bielefeld（ビーレフェルト大学）図書館によって運営されている。
11,000 以上のコンテンツプロバイダーが、3 億 5 千万以上のドキュメントを提供してい
る。うち研究データは 2千万 件以上となっている（2024年 3月時点）。インデックス化さ
れたドキュメントのうち約 60%の全文に無料でアクセスできる（オープンアクセス）。 

  

 

4 PID Network Germany「forschungsdaten」（閲覧日：2024年 2月 23日） 

https://www.pid-network.de/pids/forschungsdaten 

5 Universität Bielefeld「BASE」（閲覧日：2024年 3月 8日） 

https://www.base-search.net/  

https://www.pid-network.de/pids/forschungsdaten
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BASEの検索ページは下図のとおり。ドキュメントタイプやオープンアクセスの可否等を
条件設定して検索することができる。 

Universität Bielefeld「BASE6」 

 
 

  

 

6 Universität Bielefeld「BASE」（閲覧日：2024年 3月 8日） 

https://www.base-search.net/ 



7 
 

研究データの検索結果（例）は下図のとおり。1 つの研究データ（赤枠部分）に対して、
メタデータは著者、説明、年、ドキュメントタイプ、提供元が示されている。研究データ名
には DOIが埋め込まれている。 

Universität Bielefeld「BASE7」 

 

  

 

7 Universität Bielefeld「BASE」（閲覧日：2024年 3月 8日） 

https://www.base-

search.net/Search/Results?lookfor=aut:%27jianhua+zhang+%2810952131%29%27&refid=dcrecen 
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検索結果画面より研究データをクリックすると、下図のように ZENODO※1 のページに
リンクする。当該研究データのファイル（当該ページからダウンロード可能）、作成者の
ORCID、外部リソース OpenAIRE EXPLORE※2のリンクが表示される。 
※1：「ZENODO8」とは、誰もがオープンサイエンスに参加できるようにするための研究デ
ータリポジトリ。あらゆる研究分野の学者が、あらゆるファイル形式でデータをアップロー
ドできる。構築者は、EUで設立されたオープンサイエンスの推進を使命とする非営利団体
「OpenAIRE9」と、欧州原子核研究機構「CERN10」である。 
※2：OpenAIRE EXPLOREとは、OpenAIREによる研究検索ポータルで、世界中の信頼で
きるデータソースからのコンテンツを統合し、あらゆる種類の学術作品(出版物、データ、
ソフトウェア)の発見とナビゲーション、および資金/助成金、組織、指標、人々などへのリ
ンクを提供している。 

OpenAIRE、CERN「ZENODO11」  

 
8 ZENODO「About Zenodo」（閲覧日：2024年 3月 8日） 

 https://zenodo.org/records/4912243 
9 OpenAIRE「About US」（閲覧日：2024年 3月 8日） 

https://www.openaire.eu/about 
10 CERN「ABOUT」（閲覧日：2024年 3月 8日） 

https://home.cern/ 
11 ZENODO「About Zenodo」（閲覧日：2024年 3月 8日） 

 https://about.zenodo.org/ 
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「作成者名の横の ORCiDマーク」をクリックすると下図のように ORCIDのページにリ
ンクして、研究データ作成者の研究者情報が表示される。 

ORCiD「Personal information」12 

 
「OpenAIRE」をクリックすると下図のように OpenAIRE EXPLOREのページにリンク

する。画面には引用数や研究データのダウンロード数等が表示される。また、掲載されてい
る「DOI」をクリックすると、前述の ZENDOの研究データのページにリンクする。 

OpenAIRE「EXPLORE」13 

 
12 ZENODO「About Zenodo」（閲覧日：2024年 3月 8日） 

https://orcid.org/0000-0002-3587-3368 
13 OpenAIRE「EXPLORE」（閲覧日：2024年 3月 8日） 

https://explore.openaire.eu/search/dataset?pid=10.5281%2Fzenodo.4912243 
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② TIB「TIB-Portal」14 
TIB-Portal※は、研究データの検索が可能であるが、その PIDはDOIが利用されている。

検索フィルタで「媒体の種類」を「研究データ」に限定して検索すると検索条件と一致する
研究データが、DataCiteでヒットリストに表示される。 
※TIB-Portal：知識と情報を自由に利用・共有し文化遺産を保護している「TIB-ライプニ

ッツ科学技術情報センターおよび大学図書館（TIB）」は、情報や出版物、研究データへのオ
ープンアクセスに取り組んでおり、情報や知識により簡単にアクセスでき、より透明性が高
く、より再利用しやすくすることを目指しており、様々なメディアタイプの科学情報を検索
できる TIB ポータルを提供している。科学出版物や教科書のほか、視聴覚メディアや研究
データ、特許や規格も検索できる。TIB ポータルは 1 億 4,300 万件を超えるレコードを
検索できる。うち 3,600万以上の無料でアクセス可能な記事を含む、7,100万以上の電子
全文に直接アクセスできる。 

 TIB-Portalの検索ページ（研究データにフィルター）は下図のとおり。1つの研究デー
タ（赤枠部分）に対して、説明、著者、研究データに利用されている PID（DataCite）、年
が示されている。研究データ名には DOIが埋め込まれている。 

TIB「TIB-Portal15」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

14 TIB「TIB-Portal」（閲覧日：2024年 3月 8日） https://www.tib.eu/en/ 
15 TIB「TIB-Portal」（閲覧日：2024年 3月 8日）

https://www.tib.eu/de/suchen?tx_tibsearch_search%5Bcnt%5D=20&tx_tibsearch_search%5BDdocumentT

ype%5D%5B0%5D=fd&tx_tibsearch_search%5Bquery%5D=supplierPrefix%3Adatacite%20documentType

%3Afd&tx_tibsearch_search%5Bsrt%5D=rk&cHash=41767d0fd8c01d91fd0214e5c5a907d2 
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検索結果（例）のうち任意の研究データをクリックすると、下図のページが表示される。
研究データのメタデータは当該研究データのタイトル、説明、作成者、期間、発行年、ファ
イルサイズ、DOI、メディアの種類（研究データ）、言語、ソースが表示される。 

TIB「TIB-Portal16」 

  

 
16 TIB「TIB-Portal」（閲覧日：2024年 3月 8日）

https://www.tib.eu/de/suchen/id/datacite:ebf3871bd8f21c3e3f29ec1435483c026a46d426/GPCC-Full-Data-

Reanalysis-Version-7-0-at-0-5%C2%B0-Monthly?cHash=ed581a2dd10b0bbd41d78f2f911c6d33 
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DOI をクリックすると下図のように、当該研究データの寄稿機関であるドイツ交通・デ
ジタルインフラ省の地球降水気候センター(GPCC)にリンクし、研究データファイルをダウ
ンロードすることができる。 

 
Federal ministry of transport and digital infrastructure「GPCC Full Data Monthly 

Product Version 202017」 

  

 
17 Federal ministry of transport and digital infrastructure「GPCC Full Data Monthly Product Version 7」（閲覧

日：2024年 3月 8日） 

https://opendata.dwd.de/climate_environment/GPCC/html/fulldata_v7_doi_download.html 
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（2） Instruments 
【概要】 
PID Network Germany の公開情報によると、ドイツでは科学で積極的に使用される

Instruments を一意的かつ永続的に識別するため、コミュニティ主導の分野横断的なソリ
ューションの構築が進められてきた。具体的には 2017 年以来、RDA の Persistent 
Identification of Instruments (PIDINST)ワーキンググループが Instrumentsの永続的な
アドレス指定に取り組んでおり、ユースケースは、Helmholtz-Zentrum Berlin（ヘルムホ
ルツ・センター・ベルリン）、Alfred-Wegener-Institut（アルフレッド・ヴェゲナー研究所）、
Forschungszentrum Jülich（ユーリッヒ研究センター）といったドイツの研究機関から提
供されている。 
また、ワーキンググループは Instruments に対応するメタデータスキーマを開発し、

DataCite、ePIC等がメタデータスキーマに対応した PIDプロバイダーとなっている 18。 
 
当該ワーキンググループでの検討資料 19を参照すると、Instrumentsとは、JCGM によ

って「単独で、または 1 つ以上の補助装置と組み合わせて、計測を行うために使用される
装置」(VIM、2012) と定義されている。 Instruments に係る PID は、Persistent 
Identification of Instruments (PIDINST)と総称されている。 

PIDINST Schema（DataCite）の概要 20 

 
18 PID Network Germany「Instruments」（閲覧日：2024年 2月 23日） 

https://www.pid-network.de/pids/instrumente 
19 Markus Stocker,Louise Darroch,Rolf Krahl,Ted Habermann,Anusuriya Devaraju,Ulrich 
Schwardmann,Claudio D'Onofrio,Ingemar Häggström「Persistent Identification of Instruments」
https://datascience.codata.org/articles/10.5334/dsj-2020-018 
20 PIDINST「Persistent Identification of Instruments」ウェビナー資料より引用 

https://www.rd-alliance.org/PID-instruments-May2022_webinar 
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PIDINST Schema（ePIC）の概要 20 

 
Instrumentの PIDとして PIDISTを採用している機関（ドイツ以外を含む）20 
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PIDISTのプロパティ 20 

「1.Identifier」は装置の PID。サブプロパティである identifierType には、PIDのタイプ
が格納される。(例: ePIC Handle の場合 Handle、DataCite DOI の場合 DOI) 
「2.Schema Version」はレコード作成に用いられた PIDINST スキーマのバージョン。 
「3.LandingPage」は PIDが解決し紐づけられるランディングページの URL。 
「5.Owner」とは Instrumentsを管理する組織または個人のことであり、法的な所有者

であってもなくてもよい。また、その Instrumentsを運用する組織、その配備を管理する
組織、またはその Instrumentsへのアクセスを提供する組織である可能性もある。メタデ
ータに登録されている所有者は、複数である場合もある。 
「6.Manufacture」とは、Instruments を製造した組織または個人のことであり、

Instrumentsを市販した営利企業である場合もあれば、カスタムメイドの Instrumentsの
場合は所有者である場合もある。メタデータには複数の Manufactureが登録されている場
合がある。 
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ドイツ国内で PIDINSTを採用する機関「Helmholtz Zentrum Berlin」における適用事
例を以下に示す。 
① Helmholtz-Zentrum Berlin21 
HZBは、中性子源 BER IIの 2つのビームライン、放射光源 BESSYIIの 1つのビームラ

イン、および BESSY II の 1 つの実験ステーションについて、DataCite で 4 つの装置の
DOI（PIDINST）を作成した。この DOIは、HZB の Instrumentsデータベースからそれ
ぞれの Instruments ページに解決される。この DOI は、HZB が独自に構築したもので、
メタデータでは HZB は Creator として表示され、また ContributorType に
HostingInstitution を持つ Contributor としても表示されている。また、DOI の一つは、
DataCite スキーマの追加プロパティ fundingReference を使用し、HZB が Instruments
のアップグレードのために受けた外部資金を認めている。このプロパティは PIDINSTスキ
ーマでも DataCiteマッピングでも考慮されていなかった。 

HZBが DOIを作成した 4つの Instruments22のうち 1つは下図のとおり。 
HZB 「Ion Trap」23 

 

  

 
21 Helmholtz-Zentrum Berlin  https://www.helmholtz-berlin.de/index_en.html 
22 PIDINST ホワイトペーパー（閲覧日：2024年 3月 11日） 

https://docs.pidinst.org/en/latest/white-paper/adoption.html#helmholtz-zentrum-berlin-fur-materialien-

und-energie-hzb 
23 https://doi.org/10.5442/NI000004 
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（3） Academic Conferences 
【概要 24】 

PIDnetwork Germanyの公開情報によると、ドイツでは会議や科学イベントに関する情
報に恒久的にアクセスできるようにすることに焦点を当てた「ConfIDent25 DFGプロジェ
クト」が実施された。このプロジェクトは科学イベントのメタデータを、品質重視で共同的
にキュレーション（収集・共有）するためのサービス・プラットフォームを構築することを
目的としており 2019年から実施された。このプロジェクトの一環として、2021年 6月に
科学イベントとそのシリーズの最初の DOIが ConfIDentに登録された。 

ConfIDent のベースとなるメタデータスキーマは DataCite と協議して開発されたもの
で、Crossrefと DataCiteが主導した国際的な「PIDs for Conferences & Projects」ワー
キンググループの予備的な作業に基づいている。 
「PIDs for Conferences & Projects」ワーキンググループは永続的識別子 (PID) シス

テムと学術会議用のレジストリを確立することを目的として 2020 年まで開催された。当
初、会議やプロジェクトの PID を研究することを目的としていたが、第 1フェーズでは範
囲を「会議」に限定し、「会議」を定義するためのメタデータのセットが決定された。 
現在、「Academic Conferences」グループには多数の代表的な出版社が参加しており、

1～2か月ごとに定期的に会合を行っている。X（旧 Twitter）で「#confpid」タグを使用す
るか、DataCiteブログ等を介してグループのアクティビティをフォローできる 26。 

「ConfIDent」のメンバー27 

  

 
24 PID Network Germany「PIDs für wissenschaftliche Veranstaltungen」（閲覧日：2024年 3月 1日） 

https://www.pid-network.de/pids/wissenschaftliche-veranstaltungen 

Crossref「PIDs for Conferences & Projects」（閲覧日：2024年 3月 1日） 

https://www.crossref.org/working-groups/conferences-projects/ 
25 ConfIDent「Events This Month」（閲覧日：2024年 3月 1日） 

 https://www.confident-conference.org/index.php/Main_Page  
26 Crossref「PIDs for Conferences & Projects」 

https://www.crossref.org/working-groups/conferences-projects/ 
27 ConfIDent「Events This Month」（閲覧日：2024年 3月 1日） 

 https://www.confident-conference.org/index.php/Main_Page 

https://www.pid-network.de/pids/wissenschaftliche-veranstaltungen
https://www.crossref.org/working-groups/conferences-projects/
https://www.confident-conference.org/index.php/Main_Page
https://www.confident-conference.org/index.php/Main_Page
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① ConfIDent 
検索ページは下図のとおり。 

ConfIDentの検索ページ 28 

 

  

 
28 ConfIDent「FIND」（閲覧日：2024年 3月 1日） 

https://www.confident-conference.org/index.php/FIND 
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検索結果（例）は下図のとおり。ドイツに限らず各国のイベントが掲載されている。 
1つのイベント（赤枠部分）に対して、イベント名、期間、国、分野が示されている。イ

ベント名には DOIが埋め込まれている。 
ConfIDentの検索結果（例）29 

 

  

 
29 ConfIDent「FIND」（閲覧日：2024年 3月 1日） 

https://www.confident-

conference.org/index.php/FIND?title=FIND&pfRunQueryFormName=Query+Event&Query+Event%5BAcade

mic+Field%5D%5Bis_list%5D=1&Query+Event%5Bmap_field%5D%5BAcademic+Field%5D=true&Query+

Event%5BCountry%5D=&Query+Event%5Bmap_field%5D%5BCountry%5D=true&Query+Event%5BTitle+

Contains%5D=&wpRunQuery=&pf_free_text= 
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表示された検索結果（例）のうち任意のイベント名をクリックすると、同イベントの言語、
タイトル、期間、開催地、分野、DOI、主催者が表示される。 

DOI：https://doi.org/10.25798/yppj-v412  

ConfIDentの検索結果「IAUGA2027」30 

  

 
30 ConfIDent「IAUGA2027」（閲覧日：2024年 3月 1日） 

https://www.confident-conference.org/index.php/Event:05fc010c-a6bf-4597-80ca-b1ede96d5279 

https://doi.org/10.25798/yppj-v412 

https://doi.org/10.25798/yppj-v412
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（4） Cultural objects and their contexts 
【概要 31】 

PIDNetwork Germanの公開情報によると、文化財、所蔵品、コレクションとそれらの
コンテクスト（関連する出来事、行為者、概念）を持続的に扱うことは、特に人文科学の分
野において、ますます重要な役割を果たすようになってきており、PIDはデジタルおよび非
デジタルの図書館所蔵品の大半について確立されている（GND ID32が適用されている）と
されている。同分野における PID Network Germanyプロジェクトの目的の一つは、文化
的コレクションにおける PID の実績ある利用をさらに普及させることで、特にユニークな
性質を持つ作品（写本や絵画など）については、独立したエンティティとしてナレッジグラ
フに表現するためのアドバイスと最適化が必要であるとされている。 

PID Network Germany における文化的オブジェクト部門に関しては、ワークショップ
等の検討資料は公開されておらず、ユースケース等の詳細は不明であるため、PID Network 
Germany に関わる主要機関のデータリポジトリをそれぞれ確認し、PIDs für kulturelle 
Objekte und deren Kontexteを取り扱う機関「DNB（ドイツ国立図書館）」を対象として、
PIDの事例を整理した。 

  

 
31 PID Network Germany「PIDs für kulturelle Objekte und deren Kontexte」（閲覧日：2024年 2月 26日） 

https://www.pid-network.de/pids/kulturelle-objekte 
32 GEMEINSAME NORMDATEI【ドイツ国立図書館、ドイツ語圏のすべての図書館と関連する図書館等の雑誌データ

ベースを共同で管理する組織】による、一意で安定した識別子。（閲覧日：2024年 3月 4日） 

https://www.dnb.de/DE/Professionell/Standardisierung/GND/gnd_node.html 
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① DNB「KATALOG DER DEUTSCHEN NATIONALBIBLIOTHEK」 
KATALOG DER DEUTSCHEN NATIONALBIBLIOTHEK33とは、DNBが保有する文化的

オブジェクト等のデジタルデータを一括検索できるシステム（目録）である。本、新聞、雑
誌、音楽、デジタル コレクション、地図、特別所蔵品を検索できる。 
検索ページは下図のとおり。 

DNBの検索ページ 34 

  

 

33 DNB「KATALOG DER DEUTSCHEN NATIONALBIBLIOTHEK」（閲覧日：2024年 2月 20日） 

https://portal.dnb.de/opac.htm 

34 DNB「KATALOG DER DEUTSCHEN NATIONALBIBLIOTHEK」（閲覧日：2024年 2月 20日） 

https://www.dnb.de/EN/Benutzung/Digital/digital_node.html#doc147374bodyText5 

https://portal.dnb.de/opac/showFullRecord?currentResultId=mat%3Dwebsites%26any&currentPosition=0 

https://www.dnb.de/EN/Benutzung/Digital/digital_node.html#doc147374bodyText5
https://portal.dnb.de/opac/showFullRecord?currentResultId=mat%3Dwebsites%26any&currentPosition=0
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「Picasso painting」と検索したところ、下記のように関連する美術史等がヒットした。
1つのコンテンツ（赤枠部分）に対して、著者、タイトル、年が示されている。 
※英語サイトはβ版しか公開されていないが、ドイツ語サイトであっても検索ワードは英語
にも対応している。 

DNB「KATALOG DER DEUTSCHEN NATIONALBIBLIOTHEK」の検索結果 35 

 
表示された検索結果（例）のうち任意のコンテンツをクリックすると、下図のようなペー

ジが表示される。当該コンテンツの URNリンク、オンラインアクセス（赤枠参照）のほか、
DNBリンク、タイトル、著者、版、発行年、言語、サブジェクトグループ等が表示された。 

DNB「KATALOG DER DEUTSCHEN NATIONALBIBLIOTHEK」の検索結果 36 

 
35 DNB「KATALOG DER DEUTSCHEN NATIONALBIBLIOTHEK」（閲覧日：2024年 2月 20日） 

https://portal.dnb.de/opac/simpleSearch?query=Picasso+painting&cqlMode=true 
36 DNB「KATALOG DER DEUTSCHEN NATIONALBIBLIOTHEK」（閲覧日：2024年 2月 20日） 

https://portal.dnb.de/opac/showFullRecord?currentResultId=Picasso+and+painting%26any&currentPosition

=1 
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「オンラインアクセス」をクリックしても「URNリンク」をクリックしても、下図の画
面が表示された。内容としては、アクセス権限（当該文化的オブジェクトに関しては、
「ドイツ国立図書館の閲覧室のコンピューターからのみアクセスできる」旨）が説明され
ている。 

DNB「KATALOG DER DEUTSCHEN NATIONALBIBLIOTHEK」の検索結果 37 

 

※参考：音楽 

DNB「KATALOG DER DEUTSCHEN NATIONALBIBLIOTHEK」38 

 

  

 
37 DNB「KATALOG DER DEUTSCHEN NATIONALBIBLIOTHEK」（閲覧日：2024年 2月 20日） 

https://d-nb.info/1292905344/34 
38 DNB「KATALOG DER DEUTSCHEN NATIONALBIBLIOTHEK」（閲覧日：2024年 2月 20日） 

https://portal.dnb.de/opac/showSearchForm?selectedCategory=dnb.dma 



25 
 

（5） Organisations & Projects 
【概要 39】 
公開情報によると、研究機関による研究成果を完全に可視化するためには、PIDによる組

織の一意な識別が不可欠であり、そのためには、組織の識別子と研究者およびその研究活動
を結びつける必要があるが、そのための世界標準はまだ確立されていないとされている。ま
た、Organisations-IDsには様々な識別子があり、代表的なものとして ROR ID※1、GRID
※2、ISNI※3、ドイツ語圏では GND IDがあげられている。 
※1：ROR ID40とは、研究組織向けオープン PIDのグローバルレジストリ。誰でも、どの
システムでも、機関名の曖昧さをなくし、研究組織と研究者や研究成果を結び付けることが
できる。 
※2：GRIDに関しては、2021年、Dimensionsに統合され、コミュニティ主導の研究組織
の識別子としての役割を RORに引き継いでいる 41。 
※3：ISNI42とは、研究者、発明者、作家、アーティスト、ビジュアルクリエイター、パフ
ォーマー、プロデューサー、出版社、アグリゲータなど、創造的な作品への何百万人もの貢
献者とその配布に積極的な参加者を識別するための ISO認定の世界標準番号。 
 

2016 年から DFGより資金提供を受けて実施された ORCID DEプロジェクトでは、ROR 
IDの普及と GNDおよび ORCIDとの統合を進めている。今後、資金提供情報（Gepris43ま
たは Crossref Funder Registry44）やプロジェクト（RAiD45）の恒久的な割り当ての側面
も検討される予定である 39。 

ORCID DE プロジェクトでは、Organisations-IDs の発展、機会、課題に関する情報を
提供し、講演者や参加者とそれらについて話し合うためのワークショップが開催された 46。
ワークショップは、それぞれ 3 つの基調講演から成る 3 つのブロックに分かれており、さ

 
39 PID Network Germany「Organisations & Projects」（閲覧日：2024年 3月 4日） 

https://www.pid-network.de/pids/organisationen-und-projekte  
40ROR https://ror.org/ （閲覧日：2024年 3月 4日） 
41 GRID https://www.grid.ac/ （閲覧日：2024年 3月 4日）  
42 ISNI https://isni.org/ （閲覧日：2024年 3月 4日） 
43 DFGが資金提供するプロジェクトに係る情報が取りまとめられているサイト。2000 年代初頭以降のほぼすべての

プロジェクトをカバーしている。https://gepris.dfg.de/gepris/OCTOPUS?language=de&task=showKatalog 

（閲覧日：2024年 3月 4日） 
44 助成金を提供する組織の名前と識別子のオープンレジストリ。資金提供者 IDを検索し、メタデータデポジットの一

部として含める。 https://www.crossref.org/services/funder-registry/ （閲覧日：2024年 3月 4日） 
45 研究プロジェクトと研究活動専用の PID。プロジェクトのメタデータ情報を保存、更新、共有し、グローバルな研

究コミュニティとリンクする。 
46 ORCID DE「4. ORCID DE Workshop – Organization Identifiers」（閲覧日：2024年 3月 4日） 

 https://www.orcid-de.org/ueber-orcid-de/4-orcid-de-workshop-organization-identifiers 

https://www.pid-network.de/pids/organisationen-und-projekte
https://ror.org/
https://www.grid.ac/
https://isni.org/
https://gepris.dfg.de/gepris/OCTOPUS?language=de&task=showKatalog
https://www.crossref.org/services/funder-registry/
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まざまな専門家が組織 IDの活用シナリオについて報告した。各ブロックの後には、参加者
からの質問やコメントが討議された。 

 
ワークショップ当日のプログラム 47 

 

  

 
47 ORCID DE「4. ORCID DE Workshop – Organization Identifiers 

https://www.orcid-de.org/ueber-orcid-de/4-orcid-de-workshop-organization-identifiers  

 

https://www.orcid-de.org/ueber-orcid-de/4-orcid-de-workshop-organization-identifiers
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以下に DNBの GNDの適用事例を示す。 
① DNB「GND EXPLORER」 
GND（統合典拠ファイル）とは、典拠データの共同利用と管理を促進するサービスであ

る。これらの典拠データは、エンティティ、すなわち、個人、法人、会議、イベント、地理
的エンティティ、トピック、および文化的・学術的コレクションに関連する作品を表し、記
述している。特に図書館は、出版物の目録作成に GNDを利用しているが、公文書館、博物
館、文化・学術機関、研究プロジェクトに携わる研究者も、GNDを利用することが増えて
いる。典拠データは、目録作成を容易にし、決定的な検索項目を提供し、異なる情報資源間
のリンクを形成する 48。 

 
GNDの検索ページ（GND EXPLORER※）は下図のとおり。 

※GND EXPLORER：GND Explorer は、ドイツ統合典拠ファイル (GND) を表示および検
索するためのツール。検索対象は、エンティティ、すなわち、個人、法人、会議、イベント、
地理的エンティティ、トピック、および文化的・学術的コレクションに関連する作品すべて。 

DNB「GND EXPLORER」49 

  

 
48 DNB「GND」（閲覧日：2024年 3月 9日） 

https://www.dnb.de/EN/Professionell/Standardisierung/GND/gnd_node.html#doc147904bodyText4 
49 DNB「GND EXPLORER」（閲覧日：2024年 3月 9日） 

https://explore.gnd.network/ 
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「project」を検索ワードとした場合の検索結果（例）は下図のとおり。1 つの検索結果
（赤枠部分）に対して、組織名（プロジェクト名）、場所、提供元が示されている。各組織
名（プロジェクト名）には GND IDが埋め込まれている。 

DNB「GND EXPLORER」50 

 
検索結果（例）のうち任意の組織名（プロジェクト名）をクリックすると、下図のような

ページが表示される。当該組織（プロジェクト）の名前、説明、場所、識別子（GND ID）
等が表示された。 

DNB「GND EXPLORER」51 

  

 
50 DNB「GND EXPLORER」（閲覧日：2024年 3月 9日） 

https://explore.gnd.network/search?term=project&rows=25 
51 DNB「GND EXPLORER」（閲覧日：2024年 3月 9日） 

https://explore.gnd.network/gnd/243074-5?term=project&rows=25&pos=2 
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上図で表示された識別子（GND ID）をクリックすると、下図のように DNBの目録の当
該組織（プロジェクト）のページにリンクした。当該組織（プロジェクト）の名前、略称、
公式ホームページ、国、地理情報、下位組織等の情報が表示された。 

DNB「KATALOG DER DEUTSCHEN NATIONALBIBLIOTHEK」52 

  

  

 
52 DNB「KATALOG DER DEUTSCHEN NATIONALBIBLIOTHEK」（閲覧日：2024年 3月 9日）

https://portal.dnb.de/opac.htm?method=simpleSearch&cqlMode=true&query=nid%3D243074-5 
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（6） Persons 
【概要】 

PID Network Germany の公開情報によると、Persons（人）に係る PIDとして ORCID
を挙げている。ORCIDはデジタルサイエンスコミュニケーションの分野におけるグローバ
ルスタンダードとなっており、デジタルで機能する科学・文化機関の他の PID、メタデータ、
およびインフラストラクチャとの接続へ大きな可能性があると整理している。また、ドイツ
国内では、ORCID in Deutschland53がドイツにおける ORCIDに関する情報プラットフォ
ームの中心的役割を果たしている。 

2023年 10月 19日に PID Network Germany の活動の一環として、人に係る PIDに
関するオンラインセミナーが開催されている（Seminar PIDs für Persone54）。セミナーの
中では、ORCIDに加えて GND、edu-IDについての基調講演が実施されており、その後利
活用に向けた議論が行われた。 
 そこで、PID Network Germany に関わる PID に関する調査として、ORCID、GND、
edu-IDについてユースケース事例調査を行った。 
 
① ORCID 
ORCIDの発行そのものは、ORCID Inc.55が行っているものであり、研究、学術、イノベ

ーションに関わる人は誰でも登録できるものである。 
ORCID in Deutschlandは、ドイツ国立科学技術図書館（TIB）をリーダーとして ORCID

ドイツコンソーシアムを運営している。コンソーシアムの役割としては、ドイツの大学およ
びその他の機関へ ORCIDの導入や活用の支援とその管理、情報資料の提供、ORCID Inc.
とコンソーシアムメンバーの仲介などである。 
ドイツの研究者を例として紹介する 56。研究者個人が自身の ORCIDを研究室 HP上で公

開しており、それは ORCID上の情報と紐づいている。雇用状態や研究業績等が公開されて
いる。 

  

 
53 ORCID in Deutschland （閲覧日：2024年 2月 21日） 

https://www.orcid-de.org/home 
54 PID NETWORK DEUTSHLAND 「Online-Seminar zu PIDs für Personen」（閲覧日：2024年 2月 21日） 

https://www.pid-network.de/neuigkeiten/veranstaltungen/online-seminar-pids-fuer-personen 
55 ORCID web page（閲覧日：2024年 2月 21日） 

https://orcid.org/ 
56 Tomas Carell group「Current Group members」（閲覧日：2024年 2月 21日） 

https://www.carellgroup.de/people/group-members 

https://www.orcid-de.org/home
https://www.pid-network.de/neuigkeiten/veranstaltungen/online-seminar-pids-fuer-personen
https://orcid.org/
https://www.carellgroup.de/people/group-members
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Tomas Carell groupのメンバーの紹介ページ 56 
（プライバシー保護の観点でモザイク処理を実施した。） 

Prof. Dr. Thomas Carell氏の ORCIDページ 
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② GND 
GND（Gemeinsame Normdatei）はDNBが主体となって管理しているドイツ固有の PID

であり、2012 年から存在している。しかし、GND には前身が存在しそのデータも参照で
きるため、実際には 1994 年からのデータが存在している。GND は ORCID と異なり、必
ずしも科学者を中心としたデータセットではなく、文化人等も含まれている点が特徴であ
る。 
科学者に関する GNDと ORCIDとの連携については、オンラインセミナーでも例として

紹介されていた Hall, John L氏の GND,ORCIDを用いて例示する。 
GND EXPLORER57で「Hall, John L」と検索すると、Hall, John L氏のページが確認で

きる。その中には、GNDデータベース上に登録されている情報として様々な情報が記載さ
れているが、GNDと並列して ORCIDの記載も存在している。その ORCID IDは Hall, John 
L 氏の ORCIDページをリンクされている。 
以上のようにドイツ固有の PID である GND から、グローバルな PID である ORCID へ

リンクが繋がれている。 
リンク以外の観点でも、ORCIDと GNDの間には一部互換性が存在している。ORCID ID 

が出版社によってメタデータとして利用されている出版物に関しては、GNDにも出版物と
して GNDを自動的に割り当てる事ができる。また、自動的なリンク参照・作成を行うサー
ビスも展開されている。 

GNDデータ・レコードが作成されていない出版物に対しては、 ORCID レコード内のデ
ータが一部利用できる。ORCIDのデータから出版物で指定された名前の形式、学位と称号、
所属、国コード、トピック(キーワード)および出版物に関するメタデータによって提案デー
タセットが作成される。その提案データセットの内容は GND エディタを用いる事で簡単
に GNDデータセットに変換できる。 

  

 
57 GND EXPLORER （閲覧日：2024年 2月 21日） 

https://explore.gnd.network/ 

https://explore.gnd.network/
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GND Explorer検索ページで「Hall john L」と検索 

 
GND Explorer検索ページにおける「Hall john L」の検索結果 
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Hall, john L氏の GNDページ  
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Hall, john L氏の ORCIDページ 

 
③ Edu-ID 

Edu-IDは、DFNが主体となっているドイツの研究と教育の分野のための、自己管理され、
機関に依存しない、生涯にわたるデジタル ID の概念である 58。ORCID等の様々なアカウ
ントへのリンクを想定して開発がされている。ただし、現在開発中であり詳細に関しては不
明であるが、ホワイトペーパーや想定ユースケース 59が公開されている。 
学生ライフサイクル、教育、研究、管理といったユースケース領域が例示されており、そ

 
58 Deutches Forschungsnetz(DFN)「Eine für alle: die edu-ID」（閲覧日：2024年 2月 21日） 

https://www.dfn.de/eine-fuer-alle-die-edu-id/ 
59 DFN Dokumentation DFN-AAI, DFN-PKI und eduroam「edu-ID - Use Cases und daraus abgeleitete 

Anforderungen」（閲覧日：2024年 2月 21日） 

https://doku.tid.dfn.de/de:aai:eduid:usecases 

https://www.dfn.de/eine-fuer-alle-die-edu-id/
https://doku.tid.dfn.de/de:aai:eduid:usecases
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の領域の中でいくつかの具体的な項目について議論されている。研究関連の領域では、
ORCIDや GND-IDと連携したユースケースが紹介されている。 
  

Edu-IDに関する概念図 58 
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（7） Physical Objects  
【概要】 

PID Network Germany の公開情報によると、Physical Objects（物理オブジェクト）
に関する PID について学際的な基準は確立されていない。しかし、再現性と理解度の高い
研究を可能にするためには、生物学的、化学的、地質学的サンプルなどの物理的対象を明確
に識別することが重要であると指摘されている。物理オブジェクトに関して国際的に良く
知られている PID として、主に生物学分野で利用される Research Resource 
Identifier(RRID)と、すべての科学分野のサンプルで利用される International Generic 
Sample Number（IGSN）が例示されている。 

2023 年 3 月にドイツ国内で行われたワークショップ「Vernetzte und offene 
Wissenschaft : PIDs für Open Science」で Geo Forschungs Zentrum (GFZ)に所属す
る Kirsten Elger氏より PIDs für physische Objekteと題して IGSNに関する発表が行わ
れている。 
① IGSN 
IGSNは地球科学分野から派生したもので、物理オブジェクトの PIDである。IGSN e.V.

が 2011年にドイツの非営利団体として設立されている。IGSNのメタデータは以下の図の
ような構造になっており、物理オブジェクトを一意的にデータベースへと保存している。 

IGSN メタデータレベル 

 
IGSN と DataCite は 2021 年 10 月パートナーシップを締結しており、物理的なサンプ

ル識別子のグローバルな採用、実装、使用を目指している 60。その中で、基本的に IGSNは
 

60 Data Cite「Partnership between IGSN and DataCite」（閲覧日：2024年 3月 8日） 

https://datacite.org/blog/igsn-and-datacite-partnership/ 

https://datacite.org/blog/igsn-and-datacite-partnership/
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DataCite のインフラストラクチャ、サービス、API への移行をしていく取り決めがなされ
ている。 

IGSNの扱いについて、GFZの提供するプロジェクトデータセットから例示する 61。 
 

International continental Scientific Drilling Program「COSC-1 operational report - 
Operational data sets」ウェブページ上部 

 
International continental Scientific Drilling Program「COSC-1 operational report - 

Operational data sets」ウェブページ下部 

  

 
61 GFZ  International continental Scientific Drilling Program「COSC-1 operational report - Operational data 

sets」（閲覧日：2024年 3月 8日） 

https://dataservices.gfz-potsdam.de/icdp/showshort.php?id=escidoc:1095929 

https://dataservices.gfz-potsdam.de/icdp/showshort.php?id=escidoc:1095929
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「Sample:ICDP5054EHW1001 (5054_1_A)」の IGSNページ 
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（8） Open Access publication services and research information 
systems  

【概要】 
PID Network Germanyの公開情報によると、出版サービスや研究情報システムは、様々

なディレクトリ（例：OpenDOAR、re3data、FAIRSharing、DOAJ、DRIS）に保存されて
いるが、それは時に複数にわたって同時に保存されている。さらに、データ仲介サービスや
引用データベース（例：BASE、OpenAIRE、DataCite）は、コンテンツの索引付けや PID
の割り当ての目的でそれらを使用している。その結果、同じサービスやシステムに複数の識
別子が割り当てられ、異なる名前で運営されているケースがあると整理している。 

PID Network Germanyの中で計画されているプロジェクトでは、どの PIDシステムが
オープンアクセス出版サービスや研究情報システム、または同様のサービスに対応するの
に適しているかを検討することを目的としている。これまでの検討では、re3data や
FAIRsharingのように、研究データリポジトリに DOIを割り当てるイニシアチブは高くな
いという結論になっている。 
ドイツ国内の動きとして、2024年 3月 20日(水)にオープンアクセス出版サービスおよ

び研究情報システムのための PIDに関するオンサイトワークショップが実施予定である 62。
他のユースケースの例を踏まえると、このワークショップ内ではドイツ国内で注目される
PIDが紹介・議論されると考えられる。 
ここではユースケースとして、re3data のプロジェクトパートナーであるカールスルー

エ工科大学(KIT)の PID使用事例について例示する。 
 
① KITライブラリ 
KITの提供する検索サービスである KITライブラリ（独：KIT Bibliothek）では、カール

スルーエ工科大学(KIT)、カールスルーエ応用科学大学(HKA)、およびバーデン・ヴュルテ
ンベルク州立大学カールスルーエ(DHBW-KA)に情報を提供している。 
 例えば、「Deutschland」と検索した場合は以下のような検索結果となる。検索項目の中
に、ISBNと ISSNといった PIDも存在している。個別ページでは ISBN等に登録がある場
合に情報として明示される。 

  

 
62 PID NETWORK DEUTSHLAND 「Vor-Ort-Workshop zu PIDs für Open-Access-Publikationsdienste und 

Forschungsinformationssysteme」（閲覧日：2024年 3月 13日） 

https://www.pid-network.de/neuigkeiten/veranstaltungen/workshop-pids-fuer-oa-publikationsdienste-fis 

https://www.pid-network.de/neuigkeiten/veranstaltungen/workshop-pids-fuer-oa-publikationsdienste-fis


41 
 

KIT Bibliothek検索結果 63 

 

 
63 KIT-Bibliothek （閲覧日：2024年 3月 13日） 

https://www.bibliothek.kit.edu/index.php 

https://www.bibliothek.kit.edu/index.php
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（9） Software 
【概要】 

PID Network Germany の公開情報によると、研究と教育のデジタル化の進展に伴い、
ドイツの科学機関におけるソフトウェアソリューションの数は増加しており、対応するソ
フトウェアの提供は研究データのトレーサビリティとその後の利用にとって特に重要とな
っている。そのため、PIDによる識別が不可欠であるが、ソフトウェア識別子の標準はまだ
確立されていないとされている。 
 
① DataCite DOI 

DataCite テクニカルディレクターのマーティン・フェナーのブログ（2018 年 5 月 17
日作成）64によると、2011年 9月 7日にドイツのライプニッツ植物遺伝作物研究所(IPK)
がソフトウェア用の最初の DataCite DOI を登録して以来、ソフトウェア用に作成された
新しい DOI の数が指数関数的に増加しており、2018 年５月 16 日現在で 58,301 DOIs
が登録されている（そのうち 41,346DOIsが ZENODOに登録されている）。ジャーナル論
文での引用など多くのユースケースで DOIが重要な役割を果たしているとされている。 

Software DOIs registered at DataCite 

 

また、2017年 9月にはソフトウェア引用に焦点を当てた DataCite Metadata 4.1スキ
ーマが発表され、2018年 5月から DataCite DOI登録サービス、2018年秋に Zenodoと
GitHubの統合が予定されているとしている。 
 

 
64 https://blog.front-matter.io/posts/doi-registrations-for-software/ 
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DataCite Metadata 4.1スキーマプロパティの必須項目 65 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

DataCite Metadata 4.1スキーマプロパティの推奨項目、オプション項目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
65 出所）DataCite Metadata Schema Documentation for the Publication and Citation of Research Data 

https://schema.datacite.org/meta/kernel-4.1/doc/DataCite-MetadataKernel_v4.1.pdf 
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② SoftWare Heritage persistent IDentifiers (SWHIDs)66 
Software Heritage は、ソースコード形式で公開されているすべてのソフトウェアを収

集、保存、共有することを目指す非営利団体で、Inria(フランスの国立デジタル科学技術研
究所)によってホストされている。Software Heritageはソフトウェア成果物に組み込み識
別子を装備するために、SWHID と呼ばれる完全に文書化された標準識別子スキーマを提
供している。 

SWHIDは 2つの部分から構成される。ソフトウェア・ヘリテージ・アーカイブで利用可
能なあらゆるソフトウェア成果物（または「オブジェクト」）を指し示すことができる必須
のコア識別子と、そのオブジェクトが参照されるコンテキストを指定し、オブジェクト自体
のサブパートを指し示すことができるオプションの修飾子のリストからなっている。 
 

SWHIDの構成 67 

 
 
 

 
66 https://www.softwareheritage.org/jobs/ 
67ttps://www.researchgate.net/figure/Schema-of-the-Software-Heritage-identifiers-

SWHID_fig2_374500660（閲覧日：2024年 3月 10日） 
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SWHIDの検索画面は以下のとおり 68。 

 
SWHIDのソフトウェアの表示画面は以下のとおり、識別子、日付、Code、

README.md、Branches、Relreases、Visitsが表示されており、ソフトウェアのソース
コードファイルが掲載されている。（https://github.com/soniaAguilarPeiron/JSGraph
の事例） 

 
68 SWHID （閲覧日：2024年 3月 8日） 

https://www.softwareheritage.org/ 
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（10） Text publications 
【概要】 

PID Network Germany の公開情報によると、ドイツでは DOIと GNDが科学と文化に
おけるテキスト出版（Text publication）の一意かつ恒久的な識別標準として利用されてい
る。2023年 9月、ベルリンで開催されたオープンアクセス・デイズにおいて、プロジェク
トの一環としてテキスト出版における PID に関するワークショップが開催されており、そ
の時のドキュメントが公開されている 69。ワークショップの中では、DOI、DNB、ORCID
に関する紹介の後、関連するいくつかのテーマに分かれてディスカッションが実施された。 
 ここでは、ドイツにおけるユースケースとして、DOI、URN、ISSN に関して例示する。 
 
① DOI 
DOI は Digital Object Identifier の頭文字で、コンテンツの電子データに付与される国

際的な識別子である。テキスト出版の領域でも利用されており、概要で紹介したワークショ
ップに関しても DOIで紐づけがなされている。ワークショップに関する文章についても同
様に DOI で紐づけが行われている。その著者に ORCID が利用されているケースがあり、
出版物と著者が PID間で紐づく形となっている。 

 
69 Zenodo 「PID Network Deutschland：PID-Superpower "Metadaten". Entwicklung von Metadaten- User-

Stories für Open-Access-Publikationen - Report」（閲覧日：2024年 2月 26日） 

https://zenodo.org/records/10522511 

https://zenodo.org/records/10522511
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PID NETWORK DEUTSHLAND上の text Publicationsに関するワークショップの紹介
ページ 70 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
70 PID NETWORK DEUTSHLAND 「Workshop on PIDs for text publications at the Open Access Days 2023」

（閲覧日：2024年 2月 26日） 

https://www.pid-network.de/en/news/events/workshop-zu-pids-auf-den-oa-tagen-2023 

https://www.pid-network.de/en/news/events/workshop-zu-pids-auf-den-oa-tagen-2023
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PID NETWORK DEUTSHLAND 「Workshop on PIDs for text publications at the 

Open Access Days 2023」の公開ドキュメント 70 

 
② URN 
Uniform Resource Name (URN) は、リソースを一意かつ永続的に指定するためのスキ

ームである。ドイツ国立図書館（DNB）が管理を行っており、URNを用いてオンライン出
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版物を識別し、インターネット上の保存場所に関係なく利用できる。ここでは、
「Lichtphysiologische Untersuchungen an Cercarien von Schistosoma mansoni, 
eines Erregers menschlicher intestinaler Bilharziose」という文献に関する URNについ
て例示する 71。  
 
mediaTUM Universitätsbibliothek Technische Universität Müncheデータベース上の
「Lichtphysiologische Untersuchungen an Cercarien von Schistosoma mansoni, 

eines Erregers menschlicher intestinaler Bilharziose」に関するページ 71 

 
 

  

 
71 mediaTUM Universitätsbibliothek Technische Universität München「Lichtphysiologische Untersuchungen an 

Cercarien von Schistosoma mansoni, eines Erregers menschlicher intestinaler Bilharziose」（閲覧日：2024年

2月 26日） 

https://mediatum.ub.tum.de/node?id=602680 

https://mediatum.ub.tum.de/node?id=602680
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「Lichtphysiologische Untersuchungen an Cercarien von Schistosoma mansoni, 
eines Erregers menschlicher intestinaler Bilharziose」の URNページ 72 

 
 
③ ISSN 
International Standard Serial Number (ISSN) は、無期限に発行することを意図した

逐次刊行物の明確な識別を容易にする識別システムであり、ドイツ国内では DNBが取りま
とめを行っている。ISSNは文章そのものではなく、刊行物に付く PIDで学術雑誌等に割り
振られている。今回紹介した例では、 ISSN:2214-8604 は学術雑誌 “Additive-
manufacturing”（媒体：印刷物）を示している。 

 
 DNBデータベース上の「Additive-manufacturing」に掲載されている論文「  

3D printed elastic fluoropolymer with high stretchability and enhanced chemical 

 
72 「Lichtphysiologische Untersuchungen an Cercarien von Schistosoma mansoni, eines Erregers 

menschlicher intestinaler Bilharziose」の URNページ（閲覧日：2024年 2月 26日） 

https://nbn-resolving.org/urn/resolver.pl?urn:nbn:de:bvb:91-diss20060308-1417541491 

 

https://nbn-resolving.org/urn/resolver.pl?urn:nbn:de:bvb:91-diss20060308-1417541491
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resistance for microfluidic applications」のページ上部 73 

 
73 DNB Catalogue(beta)「3D printed elastic fluoropolymer with high stretchability and enhanced chemical 

resistance for microfluidic applications」（閲覧日：2024年９月 6日） 

https://katalog.dnb.de/EN/list.html?key=all&key.GROUP=1&t=3D+printed+elastic+fluoropolymer+with+hi

gh+stretchability+and+enhanced+chemical+resistance+for+microfluidic+applications&sortD=-
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 DNBデータベース上の「Additive-manufacturing」に掲載されている論文「3D printed 
elastic fluoropolymer with high stretchability and enhanced chemical resistance for 
microfluidic applications」のページ下部 

  

 

dat&sortA=bez&pr=0&v=plist&submit.x=19&submit.y=41 
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1.3. PID レジストリの管理組織 

1.3.1 ドイツ国内のレジストリ管理団体 

（1） GND（THE INTEGRATED AUTHORITY FILE）74 
GNDは、ドイツ語圏の文化・研究データに関する最大のレジストリで、GND IDを登録、

管理している。 
 
① 組織名 
GND cooperative  

 
② 構成員、運営 

 ドイツ国会図書館及びドイツ語圏内の図書館ネットワークに参加する 1000 以上の図書
館、その他の機関によって運営されている。GND本部はドイツ国立図書館の標準化局に設
置されており、GND協同組合を代表して活動している。代理店が設置され、データセット
の品質チェック、編集作業、GNDレコードの補正等の責務を担っている。新しい権限デー
タ・レコードの保守と作成は本部や代理店がもつ編集部が行っている。 
 

GND.networkの機関、協会、協力パートナーは、ドイツ国立図書館(DNB)、バーデン・
ヴュルテンベルク州図書館サービスセンター(BSZ)、バイエルン州立図書館(BSB)/バイエ
ルン国立図書館(BVB)、GNDエージェンシーレオ-BW-リージョナル、ヘッセン図書館情報
システム(hebis)、ノルトライン・ヴェストファーレン州大学図書館センター(hbz)、ベルリ
ン・ブランデンブルク図書館ネットワーク(kobv)、オーストリア図書館協会(OBV)、スイス
国立図書館(オランダ)、ベルリン国立図書館(SBB)、スイス図書館サービス・プラットフォ
ーム(SLSP)、Verbundzentrale des GBV (VZG)となっている。 
また、その他のプロジェクトパートナーとして、中央政府アーカイブ(プロジェクト: GND

委員会)、DDB ドイツ語デジタルライブラリー (プロジェクト: GND4C)、DDK ドイツ美
術史資料センター(プロジェクト:GND4C)、digiCULT Verbund eG (プロジェクト: 
GND4C)、連邦政府および州政府(KLA)のアーカイブ管理の長の会議(プロジェクト:GND委
員会)、バーデン・ヴュルテンベルク州立図書館(プロジェクト:GND4C)、MVB Marketing- 
und Verlagsservice des Buchhandels GmbH (プロジェクト: GND4P)、NFDI4Culture
コンソーシアム(プロジェクト:NFDI4C)、ORCID (Open Researcher and Contributor 
Identifier) (プロジェクト: ORCID DE)、チューリンゲン大学と州立図書館(プロジェク
ト :GND4C)、WMDE Wikimedia Deutschland e.V. (プロジェクト : GND meets 

 
74 GND（THE INTEGRATED AUTHORITY FILE）（閲覧日：2024年３月 4日）

https://gnd.network/Webs/gnd/DE/Home/home_node.html 
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Wikibase)がパートナーとなっている 75。 
 
小規模な図書館、公文書館、博物館などの文化機関のユーザーで、GNDで少量のデータ・

レコードを作成または変更したいユーザーは、必要な権限があれば、GND Web フォーム
を使用して、GND に個人および組織の新しいデータ・レコードを登録し、既存のデータ・
レコードを補足または修正することができる。 

 
③ ミッション 
GNDは、知識のコモンズを促進するというビジョンをもっており、自由に使える権威デ

ータのプラットフォームづくりに取り組んでいる。 
 
④ 提供するサービス 
GNDは人名、法人名、会議名、地名、件名、作品名のデータベースが提供されている。

主に図書館のリソースの目録作成に使用されているが、アーカイブ、博物館、プロジェクト、
ウェブアプリケーションでの使用も増えている。すべてのエンティティに永続的識別子の
GND番号が付与されている。GND番号は、複数桁の番号シーケンスに関連付けられたプレ
フィックス(DE-588)で認識できる。 
 GNDのメタデータセットは定期的に更新されており、無料で利用でき、ダウンロードす
ることができる。GNDに含まれるデータは、クリエイティブ・コモンズ・ゼロの条件で利
用できる。 
 GND を検索しやすくするために GND EXPLORER が開発、提供されている。3 ヶ国語
で利用可能で、GNDとそのセマンティック・ネットワークへの便利で包括的なアクセスを
全てのユーザーに提供している。 
 
GNDの INDEXは以下の 49項目となっている。76 
 
 Cartographic Data 
 Cataloging Source 
 Chronology 
 Control Number 
 Corporate/Conference Names 
 Description Conventions 

 
75 GND「Über die GND」（閲覧日：2024年３月 4日） 

https://gnd.network/Webs/gnd/DE/UeberGND/Partner/partner_node.html 
76 OCLC「GND indexes and indexed fields」（閲覧日：2024年３月 4日）

https://help.oclc.org/Metadata_Services/Authority_records/Authorities_Format_and_indexes/Indexes_and_

indexed_fields/40GND_indexes_and_indexed_fields 
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 Entity Attributes 
 Established Heading Linking Entry Phrase: $0 
 Established Heading Linking Entry Phrase: Corporate/Conference Name 
 Established Heading Linking Entry Phrase: Geographic Name 
 Established Heading Linking Entry Phrase: Personal Name 
 Established Heading Linking Entry Phrase: Topical 
 Established Heading Linking Entry Phrase: Uniform Title 
 Established Heading Linking Entry Words: Uniform Title 
 Geographics Name 
 Geographics Phrase 
 Global Chronology Words 
 Global Corporate Words 
 Global Entity Attributes 
 Global Established Heading Linking Entry Phrase: Corporate/Conference 
 Global Established Heading Linking Entry Phrase: Geographic Name 
 Global Established Heading Linking Entry Phrase: Personal Name 
 Global Established Heading Linking Entry Phrase: Topical Term 
 Global Established Heading Linking Entry Phrase: Uniform Title 
 Global Geographic Words 
 Global Keyword 
 Global Notes 
 Global Personal Name Words 
 Global Relationship 
 Global Subject Words 
 Global Title Words 
 Keyword 
 Linking Entry, $0 Record Number 
 Linking Entry, Corporate/Conference Name 
 Linking Entry, Geographic Name 
 Linking Entry, Personal Name 
 Linking Entry, Topical 
 Linking Entry, Uniform Title 
 Local Data 
 Notes 
 Other Control Number 
 Personal Names 
 Personal Name Phrase 
 Relationship 



57 
 

 See Also, $0 Record Number 
 Subject Phrase 
 Titles 
 Title Phrase 
 Topical 
 
⑤ 件数 77 
GND EXPLORERで提供している RECORD TYPE別件数は以下となっている。 

 Person (6,176,229) 
 Corporate body (1,541,935) 
 Event (882,989) 
 Work (544,647) 
 Geographic unit (253,946) 
 Subject heading (204,735) 
 Building (74,162) 
 
⑥ 特徴 78 

 GND EXPLORERの特徴として、以下があげられている。 
 GNDエンティティに関するすべての情報は、ファクトシート上で構造化された方法で

照合・可視化され、さらなる検索をサポートする検索リンクが統合されている。 
 GNDの知識構造は、GNDデータ・レコードに含まれる他のエンティティへのリンクだ

けでなく、このデータ・レコードを参照するエンティティも考慮して、2つの視覚化で
マッピングされる。 

 知識グラフ（関係表示）は、エンティティに関連するすべての関係が含まれる。 
 NDシソーラス構造へのエンティティの統合は、階層表示で視覚化される。 
 ヒット・セットに含まれる場所と時間の参照が視覚化され、フィルタを使用して絞り込

むことができる。 
 

 
77 GND EXPLORER（閲覧日：2024年３月 10日） 

https://explore.gnd.network/en/search?rows=25 
78 GND EXPLORER（閲覧日：2024年３月 10日） 

https://explore.gnd.network/ 

https://explore.gnd.network/
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GND EXPLORE の画面の一部（例） 
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1.3.2 国際的なレジストリ管理団体 

（1） ROR （The Research Organization Registry） 79 
研究組織 IDについて、The Research Organization Registry (ROR)が提供されている。 

 
① 組織名 

Research Organization Registry (ROR) 
 
② 構成員、運営 
RORは、研究組織 ID のオープンレジストリを開発するため、広範なコミュニティの協

力を経て、California Digital Library、Crossref、および DataCiteにより 2019 年に立ち
上げられた。 

California Digital Library、Crossref、および DataCiteの３機関による共同イニシアチ
ブとして運営されており、この 3機関は、ROR のガバナンス、運営、リソース、意思決定
に対して集合的に責任を負っている。 
運営資金は運営団体からの現物支援、支援団体からの寄付、助成金 (博物館・図書館サー

ビス研究所および国立科学財団)により運営されており、会費、有料サービス等は無い。 
 ROR はコミュニティがサポートし、コミュニティ主導で、コミュニティが資金提供する
オープンインフラストラクチャであり、運営グループ 80、コミュニティアドバイザリーグ
ループ、キュレーションアドバイザリーボードの３つのコミュティが設置されている。 
 
③ ミッション 
ROR は、オープンな組織識別子のコミュニティ主導のレジストリになることを使命とし

ており、中核的な学術インフラストラクチャでサポートされている唯一の組織識別子とさ
れている。81 
 
④ 提供するサービス 
RORは MVR（Minimum Viable Registry）を提供している。 
レジストリデータは検索インターフェイス、REST APIおよびデータダンプを介してオー

プンに利用できる。レジストリの更新は、コミュニティプロセスを通じてキュレーションさ
れ、少なくとも月に 1 回リリースされている。 

ROR IDは、ランダムで一意、かつ不透明な 9 文字の文字列が含まれ、組織のレコード
に解決される URL として表される。 

 
79 ROR（閲覧日：2024年 3月 10日） 

https://ror.org/ 
80 運営メンバーに日本からは科学技術振興機構の中島律子氏が参画している。 
81 ROR「By ROR Leadership Team | July 12, 2021」（閲覧日：2024年 3月 10日） 

https://ror.org/blog/2021-07-12-ror-grid-the-way-forward/ 
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Digital Science 社が運営する学術研究に関連する組織のデータベース GRIDをシー 
ドデータとしている。 
 
（例）科学技術振興機構の ROR ID  
    https://ror.org/00097mb19  

 
ROR IDは、別名、外部 URL(例:組織の公式ウェブサイト)、所在地、他の識別子など、

組織に関する追加のメタデータとともに保存されている。このメタデータにより、ROR は
他の識別子や異なるシステム間で相互運用可能となっている。 
 

ROR APIが公開されており、JSONファイルには https://api.ror.org/organizations か
らアクセスできる。また、内部識別子を ROR 識別子にマッピングできる OpenRefine リ
コンサイラがリリースされている。 
 

ROR へのアクセスと使用は無料。ROR データは、クリエイティブ・コモンズ CC0 1.0
ユニバーサルパブリックドメイン基づいて、制限なく自由かつオープンに利用できる。ROR 
コードは、MITライセンスに基づいて Githubで公開されている。 
 

ROR は学術インフラの分野で広く採用されており、出版社やリポジトリ、世界中の国立
研究機関(英国、米国、日本、オランダ、フランス、オーストラリアなど)によって、組織の
中核的な永続的な識別子として認識されている。82 

 
82 ROR「ABOUT」（閲覧日：2024年 3月 10日） 

https://ror-org.translate.goog/about/?_x_tr_sl=en&_x_tr_tl=ja&_x_tr_hl=ja&_x_tr_pto=sc 
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⑤ ROR ID件数 
公表データ 83によると、Crossref メタデータの ROR ID が 91,739 件（2024 年 2 月

26日）、DataCite メタデータの ROR IDが 1,649,868件（2024年 2月 26日）となっ
ている。 

DataCite の affiliation Metadataに占める ROR IDの割合は 85％、DataCite Funder 
Metadataに占める ROR IDの割合は 30％となっている。 

 

 
 
⑥ ROR IDの特徴 84 
RORは他の組織識別子と比べて、以下の点で異なっている。 

 
・完全にオープン（CC0データ、オープン API） 
・特にアフィリエイトに重点を置いている 
・コア学術インフラストラクチャ (Crossref、DataCite、ORCID など) でサポートされる
ように設計されている。 

・コミュニティイニシアチブとして開発されている 

 
83 ROR「ROR-DOI-stats」（閲覧日：2024年３月６日） 

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1RKc4HM2K3mXvlMuQt-

pR4xXgQiOC2B8rMuaddBqEaMg/edit#gid=719171229 
84 ROR「Registry」（閲覧日：2024年３月６日） 

https://ror-org.translate.goog/registry/?_x_tr_sl=en&_x_tr_tl=ja&_x_tr_hl=ja&_x_tr_pto=sc 

DataCite の affiliation Metadata に占める ID

タイプ別割合 

 DataCite Funder Metadataに占める 

 IDタイプ別割合 
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⑦ ROR統合 85 
多くの学術コミュニケーションシステムがすでに ROR を使用しており、DataCite 

metadata schema、Japan Link Center (JALC)、J-STAGE等多くのシステムが RORの統
合を実施している。また、Crossrefは、2023年９月に Open Funder Registryを廃止し
て RORに統合する計画を発表している 86。 
 

ROR Integration Information87 

 

  

 
85 ROR「Community」（閲覧日：2024年３月６日） 

https://ror.org/community/#adopters 
86 Crossref「Blog」（閲覧日：2024年３月６日） 

https://www.crossref.org/blog/open-funder-registry-to-transition-into-research-organization-registry-ror/ 
87 ROR「Integrations」（閲覧日：2024年３月６日） 

https://bit.ly/ror-integrations 

https://ror.org/community/#adopters
https://www.crossref.org/blog/open-funder-registry-to-transition-into-research-organization-registry-ror/
https://bit.ly/ror-integrations
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（2） ORCID Inc88 
 ORCID Incは 2010年に米国で設立された非営利団体で、研究者を識別する ORCID ID
付与するサービスを提供している。 
 
① 組織名 
ORCID Inc 

 
② 構成員、運営 
ORCIDは、研究組織、出版社、資金提供者、専門家団体、および研究エコシステムにお

けるその他の利害関係者を含む会員組織のグローバルコミュニティによりサポートされて
おり、会員数は 2024 年３月 100 現在で 1359 会員、日本の会員数は 28 会員となってい
る。会費はメンバーシップの種類、アクセスレベル等により設定されている。 
理事会（Board）が運営しており、世界各国の 16人のメンバーで構成している。 
2023 Annual Report によると、2023 年の収入は＄5.6M、支出は＄4.9M となってい

る。89 
 
③ ミッション 
ORCIDは、個人が研究、奨学金、イノベーション活動に従事する際に使用する一意の永

続的な識別子を提供することにより、研究者、研究者の貢献、および所属の間の透明で信頼
できる接続を可能にすることを目指している。 
 
④ 提供するサービス 

 ORCIDは、固有の識別子の取得、活動の記録を管理するレジストリ、システム間の通信
や認証をサポートする API のサービスを提供している。また、会員をサポートするサービ
スも提供している。 
 

 
88 ORCID（閲覧日：2024年３月６日） 

https://info.orcid.org/ja/ 
89 https://info.orcid.org/annual-reports/（閲覧日：2024年３月６日） 
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⑤ 件数 90 
「From Vision to Value ORCID’s 2022–2025 Strategic Plan」によると、アクティ
ブなレコード件数は 7,306,639件（2021年 9月 27日現在）となっている。 

 
⑥ 特徴 
ORCID には、出版物をシームレスに登録するためのオプションがあり、CrossRef 

Metadata Search、DataCite Metadata Store、Europe PubMed Central、ResearcherID、
Scopus、または ANDS Registryを介して、論文リストを ORCIDにインポートすることが
できる。 

 
⑦ 付番、管理方法 
 
ORCID iDは 16桁の数字で表される。研究者は orcid.orgから無料で登録することがで

きる。ID 取得後の設定や論文登録などは研究者個人が行い、研究者個人は無料で ORCID 
iDや ORCIDレコードデータを登録・維持・共有することができる。 

  

 
90https://orcid.figshare.com/articles/online_resource/From_Vision_to_Value_ORCID_s_2022_2025_Strategi

c_Plan/16687207/1 f（検索日 2024年３月６日） 
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（3） DataCite91 
DataCite は、既存の PID 及び PID 関連サービスの発見性向上のためのレジストリであ

る PID Services registryを提供している。このレジストリは FREYAプロジェクト内で開
発されたものである。 
 
① 組織名 

DataCite 
 
② 構成員 92 
DataCite は研究データ等に DOI を提供する非営利組織であり、会員制で運営されてい

る。会員は DIRECT MEMBER が 228 会員、CONSORTIUM LEAD が 59 会員、SUPPＯ
RTING MEMBERが９会員となっている。 

 
 TIB DOI Konsortiumは CONSORTIUM LEADとなっており、ドイツの大学等 152機関

 
91 DataCite（閲覧日：2024年 3月 10日） 

https://datacite.org/ 
92 DataCite「A Community of Members」（閲覧日：2024年 3月 10日） 

https://datacite.org/members/ 
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が参加している。日本は Japan Link Center Consortiumが CONSORTIUM LEADとなっ
ており、コンソーシアムメンバーは、筑波大学計算科学研究センター他 10機関となってい
る。 
組織は理事会が運営しており、理事はカリフォルニア大学キュレーション・センタ、TIB

など世界各国の 13人のメンバーが務めている。 
 
③ ミッション 
DataCite は、研究成果とリソースをグローバルに検索、引用可能、接続、再利用できる

ようにするための永続的な識別子サービスの世界をリードするプロバイダーになることを
使命としている。 
 
④ 提供するサービス 
PID Services registry の検索画面は以下のとおり。 
 

 
PIDは Dataset、Publication、Software、Person、Organization、Funder、Repository、

Sample、Instrumentの 10タイプがある。 
レジストリサービスは DataCiteが提供する DOIとして登録され、関連する DataCiteメ

タデータスキーマを使用している。 
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  PID Services Registryで使われているメタデータは以下のとおり。 

 
⑤ 件数 
Statisticsによると、DOIの登録数は合計 59,348,758件、DOIメタデータ（findable）

54,489,556件となっている。（2024年 3月 10日現在）93 
また、DataCiteが連携しているレポジトリ数は 3001、機関数は 1337、国は 52か国と

なっている。（2024年 3月 10日現在） 

 
93 DataCite「Statistics」（閲覧日：2024年 3月 10日） https://stats.datacite.org/ 
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⑥ 特徴 
 DataCite Fabrica 

DataCite は、DOI およびメタデータの管理サービスとして Fabrica を提供している。
Fabrica を使用することで、組織は DOI を簡単に割り当て、正確で公正なメタデータを維
持し、貴重な研究成果の長期的なアクセスと引用のための永続的なリンクを確保すること
ができる。 

Fabrica は、オンラインフォームから各リソースのメタデータを手動で入力することで、
DOI を個別に登録することができる。このフォームは DataCite の メタデータ スキーマ
に基づいている。作成した DOIは、登録された DOIに関連するメタデータをダウンロード
することができる。 
さらに、DataCite Fabricaは APIを介した外部システムとの統合をサポートしており、

既存のワークフローから直接 DOIの自動登録することが可能となっている。 
 
 DataCiteメタデータスキーマ 
メタデータスキーマの改善についてワーキンググループが設置されており、DataCite メ

ンバーと協議し、DataCite理事会の指導の下で、DataCiteメタデータスキーマを決定およ
び維持している。ワーキンググループは、より広範なコミュニティの意見を積極的に求め、
コミュニティの基準と調整している。 
 
 プロジェクト 

DataCite はイノベーションを加速し、コミュニティ全体の変化を推進するために、資金
提供を受けたプロジェクトに参加または主導している。 
現在参加しているプロジェクトは以下のとおり。 
 FAIRCORE4EOSC  
 FAIR-IMPACT 
 FAIR Island 
 Implementing FAIR Workflows  
 Make Data Count: A Central Corpus for All Data Citations 
 PID Network Germany 

 
⑦ 付番、管理方法 
DOIは、スラッシュで区切られた Prefix（接頭辞）と Suffix（接尾辞）で構成される一意

の番号で、doi.org プロキシサーバーを使用して、リンクとして表示することでリゾルブで
きる。DOIの Prefix（接頭辞）はディレクトリコード 10.で始まり、コンテンツの発行者・
管理者ごとに割り当てられたコードで、DOI財団が認可した登録機関（RA）が割り当てる。
Suffixは発行者・管理者が各コンテンツに一意になるように付与する文字列で、英字、数字、
記号で表現される。 

DOI 財団が DOI システムを管理しており、ISO26324 で定義される機能要件を満たす
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Handle システムを通じて DOI 識別子 /リゾルブサービスを提供している。
「http://dx.doi.org/」の後に DOI を付けて検索すると該当するコンテンツにアクセスす
ることができる。 

DataCiteは DOIの登録機関（RA）であり、登録者は、DOIシステムを用いて実体を一
意に識別することを望む個人または組織であれば誰でも DOI名を登録できる。 
登録者は直接または契約により、自身の資料の適切なコンテンツ管理（URL およびデー 

タの管理）を保証することが求められており、RAの顧客またはクライアントとして合意さ
れた関係を有する必要がある。 
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1.4. PIDエコシステム構築に向けた活動状況 

 
PID間の相互関係を示す方法、PID間の相互接続を整理、可視化する取組等として、GND

及び DataCiteの取り組みを示す。 
 

（1） GND（THE INTEGRATED AUTHORITY FILE）94 
 GNDは、GNDデータ・レコードに含まれる他のエンティティへのリンクだけでなく、こ
のデータ・レコードを参照するエンティティも考慮して、2つの可視化でマッピングするサ
ービスを提供している。具体的には、GND EXPLORERによりエンティティに関連するすべ
ての関係をグラフ形式で示す知識グラフ及び階層形式で示す階層表示のマップを提供して
いる。 
 
 

fact sheet（例） 

 
 
 

 
94 GND（THE INTEGRATED AUTHORITY FILE）（閲覧日：2024年 3月 10日） 

https://gnd.network/Webs/gnd/DE/Home/home_node.html 
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知識グラフ（Relation view）の例 

 
階層表示（hierarchy view）の例 
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（2） DataCite 
DataCite は、作品、人、組織、リポジトリ、およびそれらのつながりを説明し、ユーザ

ーがそれらを検索できるようにするためDataCite Commonsを提供している。作品(DOI)、
人(ORCID ID)、組織(ROR ID)、リポジトリ(re3dataリポジトリ ID)などの PIDによって
識別され、相互のつながりを説明する標準メタデータを持っており、DataCite GraphQL 
APIを利用することで PIDグラフを作成することができる 95。 

DataCite Commonsは、欧州委員会が資金提供する FREYAプロジェクトの一環として
進められ、2020年 10月に正式に開始された。 

DataCite Commonsは、DataCite、Crossref、その他の学術 DOI登録機関のいずれに
登録されているかに関係なく、すべての DOIを検索できる機能を有しており、引用、バー
ジョン、コレクションの形で DOI間のつながりを公開しているが、加えて DOIと人、研究
機関、資金提供者とのつながりを示す PID グラフを提供している。また、資金提供者、研
究機関、または研究者がコンテンツだけでなく、引用、閲覧数、ダウンロード数も、年別ま
たはコンテンツタイプ別の数値などの集計統計とともに表示している。 

 
PIDで接続されたデジタルオブジェクトを含む PIDグラフの概略図 96 

 
 

  

 
95 DataCite「Introduction to DataCite Commons」（閲覧日：2024年 3月 10日） 

https://support.datacite.org/docs/datacite-commons 
96 DataCite「Introducing the PID Graph」（閲覧日：2024年 3月 10日） 

https://datacite.org/blog/introducing-the-pid-graph/ 
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２. 日本での PIDの状況調査 
 
公開情報調査及び関係者へのヒアリングの結果を以下に整理する。 
 

（1） Research data 
① 研究データの PIDおよびメタデータの流通 
公的資金による研究開発によって生み出された研究データについては、下図のとおり

JaLC と連携しているデータベース等及び分野別・汎用リポジトリの研究データは JaLC が
DOI登録、付番して、メタデータとともに CiNii（NII学術情報ナビゲータ。論文、図書・
雑誌や博士論文などの学術情報で検索できるデータベース・サービス）へ流通している。97 

 
研究データのメタデータ流通経路 98 

 
 
 

 
97 国立国会図書館サーチ「メタデータ流通ガイドライン：研究データ編」（閲覧日：2024年 3月 12日） 

https://ndlsearch.ndl.go.jp/guideline/researchdata#distr 
98 同上 

https://ndlsearch.ndl.go.jp/guideline/researchdata#distr%E3%80%80
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② 学術機関リポジトリデータベース（IRDB） 
国立情報学研究所は国内の機関リポジトリの統合検索サービス「学術機関リポジトリデ

ータベース（IRDB）」を提供しており、123,950件のデータセットが登録されている。99デ
ータセットの情報については資源識別子の URI が記載されている。PID については研究機
関により DOIを付与しているものとされていないものがある。例えば国立環境研究所研究
成果リポジトリの場合、地球環境データベース(GED)などのデータセットについて、DOIが
付与されている。 

 
学術機関リポジトリデータベースのデータセットの紹介例 

 

 
99 IRDB「検索」（閲覧日 2024年 3月 15日） 

https://irdb.nii.ac.jp/statistics/all 

 

https://irdb.nii.ac.jp/statistics/all
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国立環境研究所研究成果リポジトリの DOI付与データ 100 

 
③ J-STAGE Data 
国立研究開発法人科学技術振興機構は、日本におけるオープンサイエンスの推進に資す

ることを目的としてデータリポジトリ J-STAGE Dataを運営している。 
データの公開状況（2023年 11月 23日時点）は、公開ジャーナル数 39、公開アイテム

（データ）数 634となっている。 
J-STAGE Dataで公開するデータには DOIが自動付与されており、オープンアクセスの

データとして全世界に流通されるため、データの引用、共有、再利用等、著作権者が定めた
条件下での利活用できる。 

 
アイテム詳細ページには、ファイルのプレビュー機能、タイトル、データ活用のための機

能（Cite、Download、Share、Embed）、アイテム詳細、アイテムの利用状況、関連ペー
ジへのナビゲーション、カテゴリとキーワード、ライセンス情報、アイテムのエクスポート
機能の項目が表示されており、「Cite」をクリックするとデータの DOIが表示される。 

 
研究データの DOI表示画面 101 

 
100 NIES Repository（閲覧日：2024年 3月 15日） 

https://nies.repo.nii.ac.jp/records/12 

 
101 J-STAGE Data（閲覧日：2024年３月 21日） 

 

https://nies.repo.nii.ac.jp/records/12
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J-STAGEに論文付随データの情報を表示できるようになっており、J-STAGE Dataデー

タへジャンプして論文付随データを閲覧できるようリンク設定されている 102。また、著者
の ORCID識別子でデータを検索できるようになっている。 

 
J-STAGE論文とデータの相互リンク機能 

 

 

https://jstagedata.jst.go.jp/articles/dataset/Fabrication_and_High-

emperature_Electrochemical_Stability_of_LiFePO_sub_4_sub_Cathode_Li_sub_3_sub_PO_sub_4_sub_Electr

olyte_Interface_Supporting_Information_/25248910 
102 「J-STAGE Dataの公開状況と課題」（J-STAGE Dataサポート 宇津井豪） 

https://www.jstage.jst.go.jp/static/files/ja/pub_20231130_Seminar02.pdf 
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J-STAGE Dataで検索可能な項目 103 

 
103 「J-STAGE Data マニュアル サイトの閲覧と検索（閲覧者向け）最終更新日：2021年 11月 1日」 
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（2） Instruments 
研究データ利活用協議会に設置された研究資料・実験機器への PID 付与検討小委員会に

よる「議論の経緯と今後に向けた提言」104によると、「多くの資料については機関固有の ID
体系での管理にとどまっており、PIDの要件を満たしていないことが多い。このような管理
体制下では、資料の一意性や所在の永続性についての保証が薄く、また分野間の共通性がな
い等、資料とデータの利活用に不便な情況となっている」とされている。 

 
①マテリアル先端リサーチインフラ（ARIM Japan）105 
文部科学省の「マテリアル先端リサーチインフラ（ARIM Japan）」は、材料分野の最先

端装置の共用、高度専門技術者による技術支援に加え、新たにリモート・自動化・ハイスル
ープット対応型の先端設備を導入し、装置利用に伴い創出されるマテリアルデータを、利活
用しやすいよう構造化した上で提供している。 

ARIM Japanは共用設備のデータベースを作成して、25研究機関に設置されている共用
設備の情報を提供している。設備 IDについては独自の IDを付与しているが、PIDは付番
されていない。（下図参照） 
 

 
104 研究データ利活用協議会（RDUF） 研究資料・実験機器への PID付与検討小委員会「研究データ利活用協議会 研

究資料・実験機器への PID付与検討小委員会 議論の経緯と今後に向けた提言」 

https://japanlinkcenter.org/rduf/doc/rduf_pidrri_report3.pdf 
105 ARIM Japan（閲覧日：2024年 3月 15日） 

https://nanonet.mext.go.jp/facility.php 

https://japanlinkcenter.org/rduf/doc/rduf_pidrri_report3.pdf
https://nanonet.mext.go.jp/facility.php
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（3） Cultural objects and their contexts 
① 国立国会図書館デジタルコレクション 
国立国会図書館は、デジタル化資料やオンライン資料等に永続的識別子を付与している。

具体的には「国立国会図書館デジタルコレクション」に登録したデジタルコンテンツ約 524
万点（令和 5年 6月 14日時点）に「国立国会図書館永続的識別子」を付与している。永続
的識別子は原則としてデジタル化された原資料の 1冊を単位として付与している。（例：国
立国会図書館年報. 昭和 26年度 info:ndljp/pid/3048007） 
また、国立国会図書館は、ジャパンリンクセンター（JaLC）の共同運営機関として、国立

国会図書館がデジタル化した資料等に DOIを付与している。資料は図書、雑誌、古典籍資
料（貴重書等）、録音資料、映像資料、脚本、手稿譜、地図など約 333万点（令和 5年 2月
現在）となっている。106国立国会図書館の DOIのプレフィックスは 10.11501。 
永続的識別子の数値部分は、国立国会図書館が付与するデジタルオブジェクト識別子

（DOI）の一部に使われている。 
  [DOIの例] 10.11501/3140078 
      「3140078」が、info:ndljp/pid/3140078の最後の数値と同じ。 
 

国立国会図書館デジタルコレクションの書誌情報画面 107 

 
106 国立国会図書館「国立国会図書館における DOI付与」（閲覧日：2024年 3月 15日）

https://www.ndl.go.jp/jp/dlib/cooperation/doi.html 
107 国立国会図書館デジタルコレクション（閲覧日：2024年 3月 15日）https://dl.ndl.go.jp/pid/12425520 

https://www.ndl.go.jp/jp/dlib/cooperation/doi.html
https://dl.ndl.go.jp/pid/12425520
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② ジャパンサーチ 
我が国におけるデジタルアーカイブの取組を推進するために、国の分野横断統合ポータ

ル「ジャパンサーチ」が提供されており、書籍・公文書・文化財・美術・人文学・自然史/
理工学・学術資産・放送番組・映画など、我が国が保有する様々な分野のコンテンツのメタ
データを検索・閲覧・活用できるプラットフォームとなっている。ジャパンサーチは、運営
主体である「デジタルアーカイブ推進に関する検討会」（事務局：内閣府知的財産戦略推進
事務局）の方針のもと、さまざまな分野の機関の連携・協力により、国立国会図書館がシス
テムを運用している。 

2024年 3月 22日現在、連携データベース数は 229、メタデータ件数は 29,513,309と
なっている。108 
メタデータの流通経路は、各分野・地域のつなぎ役（分野・地域コミュニティでメタデー

タを集約し、API 等による提供を行う機関）経由を原則としており、書籍等分野については
国立国会図書館サーチが 109その役割を担っている。 

 
ジャパンサーチの流通経路 110 

ジャパンサーチは独自に PIDを付与する仕組みはもっていない。メタデータの提供者が、
メタデータ項目の 1 つとして当該機関が付与した ID を記録することとなっており、「アイ
テム単位で付与されており、ユニークであること（重複がないこと）」と「永続性が担保さ

 
108 ジャパンサーチ「統計のページ」（閲覧日：2024年 3月 22日）https://jpsearch.go.jp/stats 
109国立国会図書館サーチ（閲覧日：2024年９月６日）https://ndlsearch.ndl.go.jp 
110 国立国会図書館サーチ「ジャパンサーチへのデータ提供」（閲覧日：2024年 3月 22日）

https://ndlsearch.ndl.go.jp/renkei/jpsearch 

https://jpsearch.go.jp/stats
https://ndlsearch.ndl.go.jp/
https://ndlsearch.ndl.go.jp/renkei/jpsearch
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れており、システムリプレース等の際に変更されないものであること」が IDの要件となっ
ている。111 

 

（4） Organisations and projects 
① NISTEP 機関 ID（NID）112 
科学技術・学術政策研究所(NISTEP)は、大学や公的機関等の研究開発活動に関する体系

的な分析の基礎となるデータ整備において中核的な役割を果たすことを目的として、
NISTEP 大学・公的機関名辞書を作成している。 
国内の全ての大学（大学共同利用機関、短大、高専を含む），ほとんどの公的機関（国の

機関、国立研究開発法人等）のほか，研究・開発を行っている主要な地方公共団体の機関、
企業、非営利団体も収録している。識別の単位は個々の機関で、それぞれに NISTEP 機関 
ID（NID）が付与される。 

NIDは 18 桁の固定長文字で、先頭 7文字は“NID2012”、残りの 11文字はランダムに
発生させた番号であり、機関の日本語正式名は NID に一意的な情報項目としている。 
機関名辞書は、論文データベース、その他の情報源に出現する機関名の名寄せ（同定）を

目的として多く利用されている。 
また NISTEPは機関名辞書を用いて、Web of Science Core Collection（WoSCC）及び

Scopusにおける日本国内所属機関データの名寄せを毎年度行い、その結果を公開している。
さらに、「ROR -NISTEP 大学・公的機関名辞書対応テーブル」を作成して、Research 
Organization Registry (ROR)に登録されている日本所在機関と対応させている。113 

 
② 図書館及び関連組織のための国際標準識別子（ISIL） 
図書館をはじめ博物館、美術館などでは、図書館及び関連組織のための国際標準識別子

（ISIL）を使用している。ISILは ISO 15511で国際標準規格として定められており、日本
では国立国会図書館が国内登録機関となり、国内の ISIL付与及び管理を行っている。 

 

 
111 ジャパンサーチ「ジャパンサーチのメタデータ連携について（2020年 10月）」 

https://jpsearch.go.jp/static/pdf/cooperation/jps_manual_202010.pdf 
112 STI Horizon．2018， vol.4，no.3，p.54-59「客観的根拠（エビデンス） に 基 づ く 政 策 の た め の デ 

ー タ・ 情 報 基 盤（ 第 二 回 ） ～NISTEP 大学・公的機関名辞書～」（小野寺夏生，伊神正貫，富澤宏之）

http://doi.org/10.15108/stih.00147 

科学技術・学術政策研究所 NISTEP NOTE, No.25, 2023,「NISTEP における大学・公的機関名辞書の整備と名寄せ

プログラムの開発－より精確な研究機関同定（名寄せ）を目指して」（小野寺夏生，伊神正貫）, 

https://doi.org/10.15108/nn025 
113 NISTEP「「ROR -NISTEP 大学・公的機関名辞書対応テーブル」利用説明」 

https://www.nistep.go.jp/wp/wp-content/uploads/Manual_of_CT_between_ROR__NISTEP_Dictionary_J.pdf 

https://jpsearch.go.jp/static/pdf/cooperation/jps_manual_202010.pdf
http://doi.org/10.15108/stih.00147
https://doi.org/10.15108/nn025
https://www.nistep.go.jp/wp/wp-content/uploads/Manual_of_CT_between_ROR__NISTEP_Dictionary_J.pdf
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③ e-rad研究機関コード 
府省共通研究開発管理システム（e-Rad）は、競争的研究費制度を中心として研究開発管

理に係る一連のプロセス（応募受付→審査→採択→採択課題管理→成果報告等）をオンライ
ン化する府省横断的なシステムで、平成 20年 1月より文部科学省が運用している。 

e-radでは、府省内外局、国立試験研究機関、特殊法人及び独立行政法人、大学、高等専
門学校、大学共同利用機関、地方公共団体、都道府県立試験研究機関、公益法人（財団法人、
社団法人、その他）、民間企業、その他、科研費機関番号を有する研究機関を対象として、
研究機関の登録を行っており、研究組織に対して「研究機関コード」を付与している。 

e-radの研究組織タブ画面 114 

 

（5） Persons 
① KAKEN - 科学研究費助成事業データベース 
文部科学省および日本学術振興会が実施する科学研究費助成事業により行われた研究に

ついて、当初採択時のデータ（採択課題）、研究成果の概要（研究実施状況報告書、研究実
績報告書、研究成果報告書概要）、研究成果報告書及び自己評価報告書を収録したデータベ
ース「KAKEN - 科学研究費助成事業データベース」が運用されており、国立情報学研究所
がサービスを提供している。 

KAKENでは、研究者の識別番号「研究者番号」が付与されており、ORCID iDと科研費
の研究者番号を基礎とした識別子(NRID)との対応付けを行うことが可能となっている。 

 
114 e-Rad「研究機関事務代表者向け操作マニュアル」  

https://www.e-rad.go.jp/manual/02-1.pdf 

https://www.e-rad.go.jp/manual/02-1.pdf
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KAKENの研究者情報の画面 115 

 

 
115 NII「KAKEN－研究者をさがす－詳細画面(研究者ページ)」（閲覧日：2024年 3月 13日） 

https://support.nii.ac.jp/ja/kaken/researcher_details 

https://support.nii.ac.jp/ja/kaken/researcher_details
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ORCID iDと NRIDとの対応付け 116 

 

 
② researchmap 
科学技術振興機構は、研究者が業績を管理・発信できるようにすることを目的として、研

究者のデータベース researchmap を運用している。現在、30 万人を超える日本国内で研
究活動を行っている研究者、海外で研究活動を行っている日本人研究者、URA などの研究
支援者や博士課程の学生が登録している。117 

Reseachmapでは、研究者に対して会員 IDを付している。PIDについては ORCIDとア
カウント連携ができるようになっている。 

Researchmapの研究者情報の画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
116 NII「KAKEN－研究者をさがす－ORCID連携」（閲覧日：2024年 3月 13日） 

https://support.nii.ac.jp/ja/kaken/orcid 
117 researchmap「researchmapへようこそ」（閲覧日：2024年 3月 15日） 

https://researchmap.jp/public/about 

https://support.nii.ac.jp/ja/kaken/orcid
https://researchmap.jp/public/about
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ORCID IDの登録画面 118 

 
③ e-rad研究者番号 
府省共通研究開発管理システム（e-Rad）では、e-Radに登録する研究者情報の一意性を

確保するため、各研究者に固有の「研究者番号」を付与している。この「研究者番号」は、
その後研究者の所属機関が変わっても、新たに付与せず継続して使用している。119 
研究者情報には「ORCID ID」を登録可能となっており、連携している。 

 

 
118 researchmap「researchmap利用者マニュアル（研究者用）」 
119 e-Rad「新規登録の方法」（閲覧日：2024年 3月 20日） 

https://www.e-rad.go.jp/researcher/index.html 

https://www.e-rad.go.jp/researcher/index.html
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e-Rad 研究者新規登録画面 120 

 
120 e-rad「研究機関事務代表者向け操作マニュアル 1２．研究者手続き編」 

https://www.e-rad.go.jp/manual/02-12.pdf 

https://www.e-rad.go.jp/manual/02-12.pdf
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（6） Physical Objects 
 高輝度光科学研究センター (JASRI) 松本崇博氏の「試料 PID 付与に関する動向」（第
25 回 XAFS 討論会 XAFS データベース 121 セッション 2022/08/02）によると、NIMS 
MDRによる XAFSデータベース多機関連係が本格スタートしているが、データ流通・利活
用の推進に向けて、メタデータの書き方の統一、メタデータ付与の手間軽減、ID 付番や他
DB 連係の実践をどう進めていくか等、試料メタデータ課題への対応が必要とされている。
122 
 
 

 
121 BL14B2 XAFS標準試料データベース(BENTEN版)は、JASRIユーザー支援活動の一環として、BL14B2にて測定

した標準試料の XAFSスペクトルデータを収集し、系統的に整理して提供するデータベース。XAFS標準試料データベ

ースには、XAFSスペクトルデータ、測定条件、試料情報が収録されている。現在までに XAFS標準試料データベース

には、41元素、812試料の XAFSスペクトルデータを収録している(2024.2.1現在)。XAFS標準試料データベース

は、様々な実験データを実験条件等のメタデータを含めて管理蓄積できる SPring-8実験データ転送システム BENTEN

を利用している。 
122 高輝度光科学研究センター (JASRI) 松本 崇博「試料 PID付与に関する動向」（第 25回 XAFS討論会 XAFSデー

タベース セッション 2022/08/02） 

https://www.jxafs.org/w/wp-content/uploads/2022/08/2022_Aug_3_Sample_PID_Matsumoto.pdf 
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BL14B2 XAFS標準試料データベース(BENTEN版)のメタデータ 123 

 
 

（7） Open Access publication services and research information 
systems 

 
① CiNii（NII学術情報ナビゲータ） 
CiNii は、論文、図書・雑誌や博士論文などの学術情報で検索できるデータベース・サー

ビスを提供している。近年オープンサイエンスの考え方が浸透し、文献以外の研究活動に関
わる多くの情報が公開される傾向にあり、この流れを受けて、文献だけでなく、外部連携機
関、機関リポジトリ等の研究データ、KAKENの研究プロジェクト情報などを含めて横断検
索できる CiNii Researchをサービスしている。 

CiNii Research内でのデータについては CiNii Research ID（CRID）を付与している。
PIDについて、図書・雑誌詳細表示画面に DOI、HANDLE、ISBNが表示される。 

 

 
123 大渕博宣「BL14B2 XAFS 標準試料データベース(BENTEN 版)使用手順」（2022年 3月 30日） 

https://support.spring8.or.jp/BL/bl14b2/xafs/manual/XAFS_Database_20220330.pdf 
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図書・雑誌詳細表示画面 124 

 
124 CiNii「図書・雑誌詳細表示画面について」（閲覧日：2024年 3月 24日） 

https://support.nii.ac.jp/ja/cir/manual_books_detail 

https://support.nii.ac.jp/ja/cir/manual_books_detail
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② J-STAGE 
国立研究開発法人科学技術振興機構 (JST)は、日本から発表される科学技術（人文科学・

社会科学を含む）情報の迅速な流通と国際情報発信力の強化、オープンアクセスの推進を目
指し、学協会や研究機関等における科学技術刊行物の発行を支援するため、電子ジャーナル
プラットフォーム「J-STAGE」を運用している。 

J-STAGEでは、国内の 1,500を超える発行機関が、3,000誌以上のジャーナルや会議論
文・要旨集、研究報告・技術報告、解説誌・一般情報誌等の刊行物を公開している。125 

J-STAGEで公開されたすべての記事には DOIが付与されている。126 

 
125 J-STAGE「J-STAGEの概要」（閲覧日：2024年 3月 19日） 

https://www.jstage.jst.go.jp/static/pages/JstageOverview/-char/ja 
126 J-STAGE「J-STAGE登載誌が利用できる機能」（閲覧日：2024年 3月 19日） 

https://www.jstage.jst.go.jp/static/pages/ForPublishers/TAB2/-char/ja 

https://www.jstage.jst.go.jp/static/pages/JstageOverview/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/static/pages/ForPublishers/TAB2/-char/ja
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③ Jxiv 
JSTは、未発表のプレプリント（査読前論文）をオープンアクセスで公開するプレプリン

トサーバー「Jxiv（ジェイカイブ）」を 2022年３月から運用している。 
Jxiv、自然科学の分野のみならず、人文学・社会科学あるいは学際融合領域すべての研究

分野に関連するプレプリントを、日本語または英語で投稿・公開することができ、プレプリ
ントの閲覧および投稿・公開は無料となっている。 
プレプリントには、DOI が付与されており、オープンアクセスのコンテンツとなってい

る。Jxiv は国内外からの投稿を受け付けているが、投稿できるのは researchmap または
ORCIDの IDを所持する研究者に限定されている。127 
 
④ 国立国会図書館 
国立国会図書館では、書誌情報について国立国会図書館サーチや各種データセット等 128

で提供しており、図書・雑誌については、ISBN又は ISSNを記録している。DOIは国立国
会図書館がデジタル化した資料のみに付与されている。例えば国立国会図書館デジタルコ
レクションのデータセットの書誌情報は、次のとおり。 
 

国立国会図書館デジタルコレクションの書誌情報 

 

  

 
127 科学技術振興機構「ＪＳＴのプレプリントサーバー「Ｊｘｉｖ（ジェイカイブ）」の運用開始～日本で初めての本

格的なプレプリントサーバー～」（閲覧日：2024年３月 26日） 

https://www.jst.go.jp/pr/info/info1551/index.html 
128 国立国会図書館「オープンデータセット」（閲覧日：2024年３月 19日） 

https://www.ndl.go.jp/jp/dlib/standards/opendataset/index.html 

 図書・雑誌・古典籍の原資料の基本的な書誌項目（タイトル、巻次、シリーズ、版
表示、著者、出版者、出版日、ISBN又は ISSN、容量（ページ数）・大きさ、主題
（日本十進分類法（NDC）、国立国会図書館分類表（NDLC）、件名、古典籍のコレ
クション）とデジタル画像の書誌項目（永続的識別子、公開範囲） 

 当館がデジタル化した博士論文の基本的な書誌項目（タイトル、著者、博士授与大
学名、博士論文報告番号、博士学位分野名、博士授与日、出版日）とデジタル画像
の書誌項目（永続的識別子、公開範囲） 

 歴史的音源の基本的な書誌項目（タイトル、作詞・作曲・編曲者・実演家、出版者
（レーベル）、出版日、商品番号、ジャンル）と音源の永続的識別子 
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⑤ 学術機関等のデジタルアーカイブのメタデータ流通 129 
 学術機関等の保有する情報資源のうち、デジタルアーカイブのメタデータ流通において
は、IRDB、国立国会図書館サーチ、ジャパンサーチ等のアグリゲータを経由した流通が可
能となっている。 
 

学術機関等のメタデータ流通における主なアグリゲータ 130 

 

 
129 国立国会図書館サーチ「メタデータ流通ガイドライン」（閲覧日：2024年３月 22日） 

https://ndlsearch.ndl.go.jp/guideline/attached#3 
130 同上 

https://ndlsearch.ndl.go.jp/guideline/attached#3
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学術機関等のメタデータ流通経路 131 

 

（8） Software 
（独）情報処理推進機構 技術本部「ソフトウェア識別管理に向けた分析事業の報告書」

132によると、ソフトウェア属性情報の管理について、「市販ソフトウェアについては、その
提供元会社を信用した対応体制になっており、詳しい内部情報を管理していることはない。 
一方、OSS に関しては、大企業は自前の OSS 組織を作ってソースそのものを管理したり、
ラスト・リゾートと呼ばれる当該ソフトウェアに詳しい会社とサポート契約を結ぶことに
より、問題が発生した場合の対応を行っている。しかし、中・小規模の企業は、コストの余
裕がなく、自身が可能な範囲で調べて、問題なければ良しとしている状況である。」とされ
ている。 
 

  

 
131 同上 
132 （独）情報処理推進機構 技術本部 ソフトウェア高信頼化センター セキュリティセンター 国際標準推進センター

「「ソフトウェア識別管理に向けた分析事業」 の報告書（2016年３月９日）」 

https://www.ipa.go.jp/archive/digital/iot-en-ci/mieruka/ps6vr7000000y3u7-att/000051147.pdf 

https://www.ipa.go.jp/archive/digital/iot-en-ci/mieruka/ps6vr7000000y3u7-att/000051147.pdf
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（9） Text publications 
 
① DOI 
Japan Link Center (JaLC) は、論文、書籍・報告書に対して DOIを付与している。令和

４年度の DOI登録件数は、論文 7,934,514件、書籍、報告書が 2,155,460件となってい
る。133 

 
論文、書籍、報告書の DOI登録件数 

 
 
② ISBN 
固有の書籍出版物を発行形態別、1 書名ごとに識別するユニークなコードとして、ISBN

（国際標準図書番号：International Standard Book Number）が利用されており、200の
国と地域（2022.4現在）で発行される書籍に表示されている。日本の出版界では、国際標
準 ISBNに、日本独自の国内基準である図書分類記号と価格コードを付加して、「日本図書
コード」として標準化している。134日本国内における ISBN の発行管理は ISBN 国際機関
との契約に基づいて「日本図書コード管理センター」に独占的に委任されている。 
 書籍を市販する場合は ISBNを含む日本図書コードの文字表現だけでは足りず、書籍 JAN
コードも併せて表記することが一般的となっている。書籍 JAN コードは、日本図書コード
を 2 段のバーコードシンボルで表現するもので、情報処理を効率的に進めるため、書店の
POSレジをはじめとする流通販売システムでは不可欠のコード表現となっている。 
 

 
133 ジャパンリンクセンター運営委員会「令和 4年度ジャパンリンクセンター運営実績（令和 5年 3月 31日）」 

https://japanlinkcenter.org/top/doc/report_FY2022.pdf 
134 JPO 一般社団法人 日本出版インフラセンター日本図書コード管理センター「ISBNと書籍 JANコードとは」（閲覧

日：2024年 3月 24日） 

https://isbn.jpo.or.jp/index.php/fix__about/fix__about_3/ 

https://japanlinkcenter.org/top/doc/report_FY2022.pdf
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書籍関係のコード表現 135 

 

③ ISSN136 
「逐次刊行物* およびその他の継続資料**」（以下「逐次刊行物等」）を識別するための

国際的なコードとして ISSN (International Standard Serial Number: 国際標準逐次刊行
物番号) が利用されている。ISSNは個々の逐次刊行物等と一対一で結びつく固有の番号で、
国際標準化機構が定める国際規格（ISO 3297）と、その対応規格である日本産業規格（JIS 
X 0306）により定められている。 

ISSN は 7 桁のアラビア数字に 1 桁のチェック用数字（またはアルファベット大文字の

 
135 JPO 一般社団法人 日本出版インフラセンター日本図書コード管理センター「書籍出版流通と ISBNの利便性」（閲

覧日：2024年 3月 21日） 

https://isbn.jpo.or.jp/index.php/fix__about/fix__about_2/ 
136 ISSN日本センター「ISSNとは」（閲覧日：2024年 3月 21日）

https://www.ndl.go.jp/jp/data/issn/about_issn.html#anchor01 

https://isbn.jpo.or.jp/index.php/fix__about/fix__about_2/
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「X」）を加えた 8 桁からなっており、国立国会図書館が ISSN 日本センターを引き受け、
活動を行っている。 

 
* 逐次刊行物とは、媒体を問わず、以下の条件を満たす出版物を指している。 
毎号同じタイトルで発行される 
巻号や年月等、順序付けを示す表示がある 
終わりを定めずに継続して発行される 
具体的には、雑誌や新聞、モノグラフシリーズなどがある。 

 
** 継続資料とは、媒体を問わず、完結を予定せずに継続して発行され、公衆に提供される出版
物を指し、逐次刊行物および完結を予定しない更新資料*** が含まれる。 
 
*** 更新資料とは、更新によって追加または変更される継続資料を指し、更新部分が個別の形
態を保持せず全体の中に統合される、有限であるかまたは完結を予定しないかのいずれかであ
る出版物であり、任意の媒体で公衆に提供される。具体的には、加除式資料やデータベースなど
がある。 
 
 

（10） Scientific Events 
 学会、科学イベントについて、JSTが運用しているサイエンスポータルのイベント一覧、
国立科学博物館のイベントカレンダー、医学書院の学会・研究会カレンダーなどの公開情報
を調査したが、PIDに関する取り組みは見つからなかった。 
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3. 国内の PIDの課題と改善方策の検討 
 
公開情報調査及び関係者へのヒアリング結果より、国際的な文脈に沿った PID エコシス

テムとの連携に向けた国内の PIDの課題と改善方策を検討、整理した。 
 
① ネットワークの構築 

PID Network Germanyは、DataCite、Crossrefなどの国際的アプローチ、ドイツ国立
図書館の国家的アプローチ、地域志向の PID システムが利用されている状況を受けて、こ
れからの PID システムのネットワーク構築と推進の調整が求められていることを受けて、
プロジェクトを実施している。我が国も同様に国際的アプローチ、国家的アプローチ、組織
独自の識別子が個別最適に導入されており、PID の導入と利活用に向けて関係者が情報共
有して、調整する必要があると思われる。 
我が国では研究データ及び研究資料・実験機器の PID については、ジャパンリンクセン

ターに設置された研究データ利活用協議会にて検討が進められているが、その他の部門に
ついては関係者が集まる場がなく、個別機関が独自に付与、検討している状況となっている。
PIDの導入を推進するうえでは、10部門について広く関係者を集めてネットワークを構築
して、情報共有、調整する場をつくることを検討する必要がある。 
 
② 利活用事例の蓄積、共有 
研究ライフサイクルの再構築の観点から PID の採用は財政的・時間的節約を含むシステ

ム的、ネットワーク的な便益があるとされているが、どのように利活用するかにより PID
導入の便益は異なると考えられる。そこで PID を採用することで採用機関がどのような便
益を得られるかを見える化するため、ネットワークに参加する機関が利活用事例を蓄積、共
有することが有用と考えられる。PID を導入する際のコスト負担について得られる便益と
比較できるようにすることで、コスト負担の合理的な判断が可能になると考えられる。 

 
③ 国際的な PID組織の関与 

PID Network Germany は、プロジェクトの主要５機関として DataCite が参加してお
り、プロジェクト終了後の国際的な PID の実装と連動した体制で実施されている。我が国
では研究データ利活用協議会は国内の主要機関により推進されているが、国際的な PID 組
織が主要機関として参加しておらず、国際的な視野からの検討が不十分で、実装に向けた調
整が難しいと思われる。国際的な PID エコシステムとの連携するうえで、DataCite、
Crossrefなどの国際的な PID組織が主要機関として参加する形で推進体制を構築すること
について検討する必要がある。 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
本調査は文部科学省「AI 等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業」の支
援を受けたものです。 

 

 
 

PIDエコシステムに関する調査 報告書（公開版） 

令和 6年 9月 

文部科学省「AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業」 

ルール・ガイドライン整備チーム 

この文書は、クリエイティブ・コモンズの 「表示 4.0 国際」 
ライセンスで提供されています。このライセンスの写しは
http://creativecommons.org/licenses/by/4.0/ よりご覧
いただけます。 
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